　

第２章　●　基本計画

－１３－
Ⅰ　計画を推進するための基本的方向と具体的施策

· 基本計画の体系図
	基本　　
理念
	「お互いを認めて築く共同参画社会　桜川」
～思いやりのある、いきいきと輝くまちづくりをめざして～


↓↓

↓↓

↓↓

↓↓

↓↓
↓↓

↓↓

↓↓

	基本目標
	主要課題
	施  策  の  方  向

	１，

男女の人権の尊重と男女平等意識の確立


	１，男女共同参画

　　を推進する　

　　学習の充実
	（１）学校教育における男女共同参画を推進する教育・学習の充実

	
	
	（２）家庭・地域における男女共同参画を推進する教育・学習の充実

	
	
	（３）社会における男女共同参画を推進する教育・学習の充実

	
	２，男女共同参画

　  の理解の促進
	（１）男女共同参画に関する意識啓発

	
	
	（２）多様な媒体を通じた広報・啓発活動の推進

	
	
	（３）男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し

	
	
	（４）男女共同参画推進条例制定・宣言実施に向けての研究

	
	３，男女間におけ

るあらゆる暴

力の根絶
	（１）ドメスティック・バイオレンス防止対策の推進

	
	
	（２）セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進

	
	
	（３）相談体制の整備

	
	４，メディアにお

ける人権尊重
	（１）男女の人権を尊重した情報発信の推進

	
	
	（２）情報に対する判断力・活用能力の向上の促進

	２，

あらゆる分野への男女共同参画の推進
	１，政策・方針決

定の場への女

性の参加促進
	（１）女性の政治参画意識の向上促進

	
	
	（２）審議会・委員会への女性の登用

	
	
	（３）職場・地域社会・団体における女性の参画促進

	
	２，家庭生活・地

域社会におけ

る男女共同参

画の促進　
	（１）性別による固定的な役割分担意識の解消

	
	
	（２）夫婦が共に責任を担う家庭生活の実現

	
	
	（３）男女が共に参画する地域活動の促進

	
	３，国際社会への

　　参画
	（１）情報の収集と提供

	
	
	（２）国際理解・国際交流の推進

	
	
	（３）外国人との交流


－１４－

	基本目標
	主要課題
	施  策  の  方  向

	３，

雇用の場における男女共 同 参 画　
	１，雇用の場にお　

ける男女平等

の確保
	（１）雇用の場における男女の機会均等の徹底

	
	
	（２）主体的に経営参画する女性の育成

	
	
	（３）能力向上・発揮促進のための支援

	
	２，職場生活と家

庭生活の両立

支援
	（１）職場における両立支援の推進と環境の整備

	
	
	（２）子育て支援策の充実

	
	
	

	
	３，多様な働き方

への支援


	（１）多様な働き方を可能にする就業条件の整備

	
	
	（２）起業・再就職に対する支援

	
	
	（３）農業・商工業などの自営業における働きやすい環境の整備

	４，

健康で安心して暮らせる生活環境の整備


	１，自らが参加す

る男女の健康

づくり
	（１）心身の健康保持・増進への支援

	
	
	（２）母子保健サービスの充実

	
	
	

	
	２，子どもが健や

かに育つ環境

整備
	（１）子どもが健やかに育つ生活環境の整備

	
	
	（２）児童虐待防止の推進

	
	
	（３）子どもに関する相談支援体制の整備

	
	３，高齢者、障害

者に対する自

立支援
	（１）高齢者の社会参画の推進（自立支援）

	
	
	（２）障害のある人に対する支援

	
	
	（３）要介護状態にならないための介護予防

	
	
	（４）ひとり暮らしの高齢者・ひとり親の家庭等に対する支援


●　推進体制の体系図

	目　　標
	推進課題
	推　進　施　策　の　方　向

	推進体制の強化及び充実


	１，

市役所における組織の充実
	（１）庁内組織の強化

	
	
	（２）職員への啓発

	
	
	

	
	２，

推進体制の整備


	（１）市の取組に対する定期的な進行管理と評価の実施

	
	
	（２）男女共同参画を推進するためのネットワークの構築

	
	
	（３）男女共同参画を推進するための拠点機能の整備

	
	
	（４）調査研究と情報の収集及び提供

	
	
	（５）相談窓口の設置

	
	３，

連携の強化
	（１）市民・団体・事業所との協働

	
	
	（２）関係機関との連携


―１５－


[image: image1.emf]基本目標１   ◎   男女の人権の尊重と男女平等意識の確立         『個人の尊重、法の下での平等』が憲法にうたわれ、男女平等や互いの人権を尊重す る様々な取組が行われてきました。男女共同参画の視点に立った法律や制度が整備され てきていますが、社会の慣習やしきたりについては、性別による固定的な役割分担意識 が根強く残っているのが現状です。     市民一人ひとりが男女共同参画について正しく理解し、主体的に行動していくことが 大切であり、そのための意識啓発や教育・学習の充実を図っていきます。     また、個人の尊厳を重んじる観点から、男 女間におけるあらゆる暴力の根絶やメディ アにおける人権侵害防止への配慮も重要な課題であり、そのための総合的な取組を推進 します。男性と女性が人権を尊重し、責任を分かち合い、その個性と能力を十分に発揮 することができる男女共同参画社会の実現を目指します。     上記の『現状と課題』より、基本目標の実現に向けた取組 は何かを考え、 取組 に対する課題を 明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策 として 「何を～したらよいのか。」を 主要課題 としました。     ●   主要課題         １   男女共同参画を推進する学習の充実          ２   男女共同参画の理解の促進と意識の改革         ３   男女間におけるあらゆる暴力の根絶         ４   メディアにおける人権尊重       主要課題１   男女共同参画を推進する学習の充実   ●   現状と課題     男女共同参画社会の実現のためには、人権尊重を基盤とした男女平等意識を形成する ことが重要です。そのためには、学校・家庭・地域など社会のあらゆる分野において男 女平等を推進する教育・学習の充実が求められています。   次代を担う子ども達は、性別にかかわりなく男女が平等な社会に生きる権利がありま す。学校教育においては、発 達段階に応じて男女平等の意識づくりや個性を尊重した教 育の充実を図ることが重要です。     そのためには、学校教育関係者に対して男女共同参画の視点を導入することや、男女 共同参画に関する理解の促進を図るための研修の充実が求められています。     今日、情報化などの環境の変化やライフスタイルの変化によって、教養や趣味などの 学習意欲が一層高まり生涯学習の重要性が増しています。市では「市民が自ら学ぶとと もに、お互いに学びあい、生きがいのある生活を送り、また、青少年が健全に生活でき る環境が整っている」ことを目指し 、多様な活動を主体的に行えるように考えています。   －１６－  



[image: image2.emf]そのためには、市民の学習意欲や能力、適性に応じ、いつでも、どこでも、誰もが日 常生活を通じて学習活動を続けていける体制づくりが求められます。     さらに、家庭での教育や家庭内の男女のあり方は、子どもの男女平等意識の形成に大 きな役割を果たします。家庭や地域においても、子どもがのびのびと自分らしさを発揮 できるような教育・学習の充実が求められています。     主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「 何を～すればよいの か。 」 の方向性を 施策の方向 としました。       ●   施策の方向     １   学校教育における男女共同参画を推進する教育・学習の充実   ● 人権尊重を基盤として、適性と個性を尊重する男女平等教育の充実を図ります。     ● 教育活動を通じて、男女共同参画を推進する実践的な活動の充実を図ります。     ● 男女共同参画に関する理解促進のために教職員の研修の充実を図ります。     ● 家庭のあり方・家族の人間関係・子育ての意義について考えるために、男女共同参 画の視点による家庭科教育の充実を図ります。     ２   家庭・地域における男女共同参画を推進する教育・学習の充実   ● 家庭や地域において、子どもが自分らしさを発揮できる環境整備を推進し、大人が 子育てや家庭教育について学習する機会の充実を図ります。   ● 男女共同参画の視点に立った子育て・家事などの家庭責任を、夫婦が共に分かち合 うための学習機会の提供に努めます。   ● 夫婦が協同し合い子育てをする重要性について、広報・啓発活動を行うとともに、 育児教室などの開催を推進します。   ● 地域社 会における男女平等を実現するために、環境整備や学習機会の充実を図り、 地域で活動する様々な団体 との連携により平等意識の啓発に努めます。     ３   社会における男女共同参画を推進する教育・学習の充実   ● あらゆる年代の男女が、学習意欲に応じた生涯学習への参加促進を図ります。   ● 生涯学習に、男女平等や男女共同参画について学習する機会を提供します   ● 多様な活動・学習が主体的に行えるように、市民講座などの生涯学習指導者の育成・ 確保を図り学習環境の整備に努めます。   ● 町内会などの活動における男女共同参画への理解を促進するための啓蒙・啓発活動 に努めます。             －１７－  



[image: image3.emf]主要課題 ２   男女共同参画 の理解の促進と意識の改革   ●   現状と課題       平成１８年１０月に桜川市が実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」では、 男女の地位の平等感について「家庭生活」「職場」「学校教育」「政治の場」「法律や制度 の上」「社会通念・慣習・しきたり」「町内会、自治会などの住民組織」「市民活動への参 加機会」「余暇の機会」の９項目の場面で調査した結果、「社会通念・慣習・しきたり」 については７０．９％、「政治の場」については６６．５％、「町内会、自治会などの住 民組織」については６３．６％、「家庭生活」 については５８．７％、「職場」について は５４．５％の順位で「男性の方が優遇されている」と思う人が多く不平等感が高い項 目です。     男女共同参画の視点に立った法律や制度は整備されてきていますが、その中でも家庭、 地域、職場などにおいては、依然として性別による固定的な役割分担意識が残されてい る背景があります。このような状況を踏まえ、家庭、地域、職場における性別による固 定的な役割分担意識の解消に向け、男女が共に学び、協力し合う機会の提供などの意識 啓発を推進する必要があります。   また、広報紙や桜川市ホームページなど多様 な広報媒体を通じて、意識啓発や法律・ 条例等の周知を図り、男女共同参画の調査・研究を行う中から、男女平等の意識づくり を進める必要があります。     性別によって個人の選択や可能性を狭めるような社会制度・慣行については、男女共 同参画の視点で見直していくための情報提供をすることが重要です。     主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。         ●   施策の方向     １   男女共同参画 に関する意識啓発   ● 市民一人ひとりの意識改革のために、あらゆる年代の男女に対して啓発活動を行い ます。     ● 男女共同参画に関する情報の収集・整理・提供を行います。     ● 男女共同参画の理解を深めるため、講演会やフォーラムを開催します。       ２   多様な媒体を通じた広報・啓発活動の 推進   ● 男女共同参画の理解を深めるため、広報紙や桜川市ホームページなど多様な広報媒 体による情報の提供を推進します。   －１８－  



[image: image4.emf]３   男 女共同参画 の視点に立った社会制度・慣行の見直し   ● 男女共同参画に関する法律や制度の周知に努めます。   ● 男女共同参画社会の実現を阻害する社会制度や慣行の見直しのための意識啓発を図 ります。       ４   男女共同参画推進条例制定に向けての調査・研究     ● 男女共同参画を推進する条例について調査・研究を進めます。   ● 男女共同参画都市宣言実施について調査・研究を進めます。       ☆「男女共同参画に関する市民意識調査」『（２）男女の地位の平等感』   ★ 「政治」と「社会通念・慣習」は男性優遇、「学校教育」は平等  
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(9) 余暇の機会

(8) 市民活動への参加機会

(7) 町内会，自治会などの

住民組織の中で

(6) 社会通念・慣習・しきたり

(5) 法律や制度の上

(4) 政治の場

(3) 学校教育の場

(2) 職場

(1) 家庭生活

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている 無回答

    『 男女の地位の平等感』では、９項目中「男性優遇」が５項目あるのに対して 「女性優遇」は皆無の状況であり、「余暇の機会」が１２％と中でも高い割合 を示している。「平等」が比較的に多い４項目はありますが、全体的傾向とし て女性は不平等感を感じているものと思われる。       －１９－  


[image: image5.emf]☆「男女共同参画に関する市民意識調査」『（６）社会通念・慣習・しきたり』     ★「年齢別・ 地域別・ 居住年数」ともに、すべて「男性優遇」         「 社会通念 ・慣習・しきたり」は、 年 齢 別や地域別及び居住年数に関わりなく、 各項目で「男性優遇」が最も多い割合を占めている。ただし、男性の２０代と ７０代で「平等」の割合が比較的多い。   反面、女性の２０代と７０代では「平等」の割合が最も低い状況です。                 －２０－  
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5～10年未満(15)

10～20年未満(34)

20年以上(327)

男性・年齢

女性・年齢

居住地区

居住年数

男性優遇 平等 女性優遇 無回答



[image: image6.emf]主要課題 ３   男女 間におけるあらゆる暴力の根絶   ●   現状と課題       近年、夫婦間や親密な関係にある男女間における身体的・精神的な暴力（ ドメスティッ ク・バイオレンス ）、相手に不安を与えるようにつきまとい・電話・メールなどを反復して 行う行為（ ストーカー行為 ）、性的な嫌がらせにより相手方の意に反した不利益を与える行 為（ セクシュアル・ハラスメント ）並びに、多様な性犯罪などが大きな社会問題となってい ます。   暴力は決して許されるものではありませんが、特に、女性に対する暴力は、女性の人 権を侵害し自由を奪うものです。暴力被害 や男女間のトラブルを考えると、性別による 固定的な役割分担意識の解消なども含めて、早急に対応する必要があります。     しかし、女性への暴力は、暴力をふるう側にも受ける側にも、それが犯罪であり社会 問題である認識が少なく、また、暴力が家庭や職場など身近な関係の中で発生すること が多いため、なかなか表面化しない現実があります。このようなことから「配偶者から の暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（ ＤＶ防止法 ）や「ストーカー行為等の規 制等に関する法律」（ ストーカー規制法 ）が制定され、問題解決への取組が始まりました。     市民意識調査においても、「殴る・蹴る」の暴力被害に遭ったと回答した女性は、１０ 人に１人以上、「いのちの危険性を感じるような暴力」の被害に遭ったと回答した女性は、 ２５人に１人以上となっており、暴力の存在が明らかになりました。   また、「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」（ 男女 雇用 機会均等法 ）に、 セクシュアル・ハラスメント 防止対策の徹底が明記され、事業主に おける取組が求められています。     このような暴力に対処するため、防止対策の推進と被害者が相談しやすい環境を整備 するとともに、関係機 関をはじめ国や県との連携を図る取組が必要です。     主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。             イラスト・標語             －２１－  



[image: image7.emf]  ●   施策の方向     １   ドメスティック・バイオレンス防止対策の推進   ● 配偶者に対する暴力は犯罪であるという認識を深めるため、広報・啓発活動を実施 します。     ● 配偶者に対する暴力が、家庭生活や子どもへもたらす影響などについての情報を収 集し提供します。       ２   セクシュアル・ハラスメント 防止対策の 推進   ● セクシュアル・ハラスメント について市民の認識を深めるため広報・啓発活動を実 施します。   ● 事業所などにおいては セクシュアル・ハラスメント 防止対策が図られるよう啓発し ます。       ３   相談体制の整備   ● ドメスティック ・バイオレンス、 セクシュアル・ハラスメント 、ストーカー行為、 性犯罪等、男女間におけるあらゆる暴力に関し、被害者の相談しやすい相談窓口の あり方について研究・検討します。   ● 配偶者 暴力支援センター（茨城県福祉相談センター内）、警察、福祉事務所、民間機 関などの被害者保護に関わる関係機関と連携を図ります。                     標語・コラム                       －２２－  



[image: image8.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」     『（ ３ ） ドメスティック・バイオレンス の被害実態 』   ★ 「 殴る・蹴る 」 の暴力被害に遭った女性は、１０人に１人以上  

Ａ　ののしったり大声でどなったりする

13.0

5.1

28.6

29.2

52.4 6.1

5.6 60.1

0% 25% 50% 75% 100%

女性

（231）

男性

（178）

何度もある １，２度ある まったくない 無回答

Ｂ　外出を禁じたり、交友関係を監視する

7.8 79.2 11.7

9.0

1.3

1.1 2.8

87.1

0% 25% 50% 75% 100%

女性

（231）

男性

（178）

Ｃ　げんこつで殴ったり足でけったりする

4.8 9.5

5.6

75.3 10.4

9.0

1.1

84.3

0% 25% 50% 75% 100%

女性

（231）

男性

（178）

Ｄ　いのちの危険性を感じるような暴力をふるう

84.4 11.3

9.0

0.6

4.3

90.4

0% 25% 50% 75% 100%

女性

（231）

男性

（178）

      「４項目の設問」において、「まったくない」の回答が圧倒的に高い回答率であ りますが、「何度もある」「１，２度ある」の回答では、男性の回答より女性の回 答が、すべての項目で高い状況です。少数ではありますが被害実態があることの 確認となります。         －２３－  



[image: image9.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」   『（ ５ ） ドメスティック・バイオレンス 被害の相談状況 』   ★ 「 被害を相談しない人がほとんど 」   【被害を相談した人の相談先（複数回答）】  

単位：人

n

友人・知人

に相談した

家族に相談

した

警察に相談

した

医師に相談

した

公的な機関

や民間窓口

に相談した

民間の機関

に相談した

その他 どこにも相

談しなかっ

た

無回答

全体(n=45) 45 7 4 2 - - 1 - 12 22

男性(n=15) 15 1 1 1 - - 1 - 4 10

女性(n=30) 30 6 3 1 - - - - 8 12

  【被害を相談しなかった人の理由（複数回答）】  

単位：人

n

相談するほ

どのことでは

ないと思った

から

自分にも悪

いところがあ

ると思ったか

ら

自分さえ我

慢すれば何

とかこのまま

やっていける

と思ったから

相談しても何

の解決にも

ならず、

無駄だと思っ

たから

世間体が悪

く、恥ずかしく

て

誰にもいえな

かったから

他人を巻き

込みたくな

かったから

全体(n=12) 12 5 4 4 3 - -

男性(n=4) 4 2 2 1 - - -

女性(n=8) 8 3 2 3 3 - -

n

どこ（だれ）に

相談したらよ

いのか

わからなかっ

たから

そのことにつ

いて思い出し

たくなかった

から

相談したこと

がわかると

仕返しをうけ

たり、

また同じよう

な行為をされ

ると思ったか

ら

相談担当者

の言動により

不快な思い

をすると思っ

たから

その他 無回答

全体(n=12) 12 1 - - - - 2

男性(n=4) 4 - - - - - 1

女性(n=8) 8 1 - - - - 1

        被害経験のある人で、女性は「友人・知人・家族」に相談するか、どこにも相談 しない。男性は、どこにも相談していない状況です。   理由として、男女とも「相談するほどのことではない」「自分にも悪いところが ある」「自分さえ我慢すればこのままやっていける」を挙げています。   どこからが ドメスティック・バイオレンス なのかわからないことが課題です。   また、「相談するほどでもないと考えてしまう」ことが表面化しない要因の一つ として考えられます。         イラスト       －２４－  



 EMBED Word.Document.8 \s [image: image10.emf]主要課題 ４   メディアにおける人権尊重   ●   現状と課題     情報化時代の中で、新聞、書籍、テレビ、ラジオ、映画、インターネットなど多様な メディアからの情報は、人々の思考や行動に大きな影響を与えます。このような大量の 情報が発信されている中で、人権の尊重に欠如し、性別による固定的な役割分担意識を   思わせるような表現の情報発信については配慮する必要があります。   また、様々なメディアにおける性に関する情報の氾濫や暴力の取扱いは、青少年への 有害な影響が懸念され、特に青少年の健全育成の観点から問題解決の取組が求められて います。     このような問題を解決するため、表現の自由を尊重しつつ、情報の発信側、情報の受 け手側の双方に対して、配慮と理解を求める働きかけが必要となります。     そして、様々なメディアからの情報が、社会や生活に及ぼす影響を理解したうえで、 情報を選択し、理解し、活用していくなどの情報に対する判断力の向上と活用能力を身 につける必要があります。     主要課題 の 『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより 、 「何 を～すけばよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。     ●   施策の方向     １   男女の人権を尊重した情報発信の推進   ● 男女共同参画の視点に立ち、男女の人権を尊重した情報の発信に関する理解と配慮 を促進するための啓発活動を推進します。   ● 男女共同参画の視点に立ち、市で発行する情報・刊行物に対するガイドラインを設 け、男女の人権を尊重した情報の発信を推進します。     ２   情報に対する判断力・活用能力の向上の促進     ● 情報を活用できる判断力・活用能力の向上のための啓発活動を促進します。   ● 青少年の健全育成の観点から、有害情報対策などの諸活動を促進し ます。   ● 学校教育 、生涯学習における情報教育を推進します。         イラスト・標語             －２５－  



[image: image11.emf]基本目標 ２   ◎   あらゆる分野への 男女 共同参画の推進         男女共同参画社会の実現を図るためには、社会のあらゆる分野において男女が共に参 画し、協力し合うことが大切です。     そこで、政策や物事の立案や方針決定をしていく課程において、男女が社会の対等な 構成員として参画すべきであり、女性の参画が一層促進されるよう努めます。   また、豊かで住みよい社会を築いていくためには、家庭生活及び地域社会に男女が参 画することが大切であり、これまで家庭や地域への参画が少なかった男性に対しても、 参画が促進されるような取組を行います。     更に、男女共同参画の推進が、国際的な動向を踏まえた国や県の施策と連動している ことや、国際化の進展を考えると国際的協調の視点で進めていくことが大切です。     上記の『現状と課題』より、基本目標 の実現に向けた取組は何かを考え、   取組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策   として 「何を ～したらよいのか。 」を 主要課題 としました。     ●   主要課題         １   政策・方針決定の場への女性の参加促進         ２   家庭生活・地域社会における男女共同参画の促進         ３   国際社会への参画       主要課題１   政策・方針決定の場への女性の参加促進   ●   現状と課題       社会のあらゆる分野へ共同参画するために必要なことは、計画を立てたり、それを実 行していく場に、男女が責任を持って参画し、男女双方の視点を採り入れること、いわ ゆる「政策・方針決定過程への参画」であることが、「男女共同参画社会基本法」の基本 理念として揚げられています。     議会における女性議員比率の全国平均値は、 （平成１７年１２月３１日現在、総務省資料・ 地方議会における女性議員の状況） 都道府県議会が７．２％、市 （区） 議会が１１．０％、町 村議会 が６．４％となっています。桜川市では１１．５％ （平成１９年４月１日現在） とな っています。     また、審議会や委員会の女性委員比率の全国平均値は、 （平成１８年４月１日現在、総務省 資料・審議会等女性委員の登用状況） 都道府県で２２．５％、市 （区） で ２４．２％、町村で １９．１％となっており、桜川市では１１．４％ （平成１９年４月１日現在） でとなってい ます。審議会や委員会の女性委員の比率は、女性委員の登用目標を定めている市区長村 状況 （全国平均、４１．５％ が登用目標設定 ） を反映して年々増加傾向を示していますが、同 一人物が複 数の審議会や委員会に参加している例もあることから、今後は幅広い分野か ら多くの女性を登用するよう努める必要があります。   －２６－  



[image: image12.emf]自治体の管理職（課長級以上）への女性の登用状況の全国平均値は、 （平成１８年４月１ 日現在、総務省資料・女性管理職の登用状況） 都道府県では７．９％、市 （区） で は７．９％、 町村では８．１％であるのに対して、桜川市では４．９％ （平成１９年４月１日現在） とな っており、全国平均と比較するとやや低い割合になっています。     一方、市民意識調査結果における「男女の地位の平等感」では、「政治の場」の設問に 対して「男性優遇」と回答した人が６６．５％ （女性６８．０％・男性６４．６％   ） と 高 い率を示しており、「社会通念・慣習・しきた り」「政治」「住民組織」「家庭生活」「職場」 などでは、男性が優遇されていると感じています。反面、「市の政策に女性の意見を反映 させる方法」として、「女性一人ひとりが行政の政策にもっと関心をもつようにする」と 回答した人が５２．１％ （女性５１．５％・男性５２．８％   ） と 最も高く、男女ともに意 識不足を指摘する傾向が伺われます。女性が市政や政治に関心を持ち、女性の意見を反 映させるために参画意識を高められるような取組が求められています。     今後は、公共機関だけでなく、住民組織や職場などにおいても、積極的な女性の登用 や人 材養成の取組について働きかける必要があります。     主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性を 施策の方向 としました。     ●   施策の方向     １   女性の政治参画意識の向上促進   ● 選挙権、被選挙権の行使等による政治への関心と参画の促進を図るとともに、政治 意識を高めるための広報活動や啓発活動の充実を図ります。     ● 女性の政治への積極的な参画を促進するために 、学習機会の提供や政治に対する意 識啓発を推進します。     ● 「 市民と行政の協働によるまちづくり」を進めるために、市民の参画意識を高め、 市政に積極的に参加できる環境づくりを進めます。     ２   審議会 ・ 委員会への女性の登用   ● 女性の人材情報を収集し、政策・方針過程への参画を促進していきます。   ● 審議会や委員会の委員選出に当たっては、広い分野からの女性の積極的な登用を図 るよう努めます。     ３   職場・地域 社会 ・団体 における 女性の参画促進   ● 職場 、地域社会、団体における 慣行 ・しきたりについては、 性別による固定的な役 割分担 意識の解消・見直しを図るための啓発活動を推進します。   ● 職場 、地域社会、団体に対して、女性の方針決定過程への参画や、能力に応じた管 理職への登用に関する啓発活動を推進します。   ● 市役所においては 、 女性職員が 多様な経験を積むことができるよう、性別に偏らな い職員の配置・採用を行い、職域の拡大と研修機会の充実を図り、能力に応じた管 理職への登用を図ります。   －２７－  



[image: image13.emf]      イラスト・標語         ☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」   『（２）男女の地位の平等感』   ★「政治」と「社会通念・慣習」は男性優遇、「学校教育」は平等  
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16.9
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2.9
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1.2

6.8

1.7
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(9) 余暇の機会

(8) 市民活動への参加機会

(7) 町内会，自治会などの

住民組織の中で

(6) 社会通念・慣習・しきたり

(5) 法律や制度の上

(4) 政治の場

(3) 学校教育の場

(2) 職場

(1) 家庭生活

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている 無回答

      「 男性優遇 」と感じられる回答で割合が多い順位は、「社会通念・慣習・しきたり」、 「政治」「住民組織」「家庭生活」「職場」の順となっています。   特に、「政治」の回答の中 で 、［男性の方が非常に優遇］と回答が２２．０％、   「ど ちらかと言えば男性優遇」と回答が４４．５％となり、政治の場は女性にとって 「不平等感」の 高い項目となっています。       イラスト     －２８－     イラスト  



 EMBED Word.Document.8 \s [image: image14.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」   『（２） 市の政策に女性の意見を反映させる方法 』   ★「 女性の関心を高める 」 が男女とも多数  

8.2

1.3

11.3

9.5

10.4

19.5

22.9

35.1

51.5

4.5

1.1

7.3

11.8

16.3

16.3

22.5

39.3

52.8

6.6

1.2

9.5

10.5

13.0

18.1

22.7

36.9

52.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無回答

その他

女性団体などからの行政への

働きかけをもっと強める

町内会や地域の諸団体の

長や役員に女性を増やす

審議会などの女性委員を増やす

女性の議員を増やす

行政の中の管理職やトップに女性を増やす

行政機関全体として、女性の意見や

考えについてもっと敏感になる

女性一人ひとりが行政の政策に

もっと関心をもつようにする

全体（n=409）

男性（n=178）

女性（n=231）

      市政に女性の意見を反映させる方法は、 「 女性一人ひとりが行政の政策にもっと 関心をもつようにする 」 が最も多く、次いで「行政機関で女性の意見や考えに、 敏感になる」「行政の管理職に女性を増やす」の順になっています。行政機関に 対しては「意見に敏感になる」や「女性管理職を増やす」などの意見が上位に示 されています。           コラム             －２９－  
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主要課題

の『現状と課題』

より

、

『何が

〜の課題

になっているか

。

』を考え、

主要課題の対策として、

『

何を

〜

したらよいのか。

』

を

明らかにすることにより

、

「何

を〜すればよいのか。

」

の方

向性を

施策の方向

としました。

 

 

 

 

 

 

 

 

•WŒê�EƒRƒ‰ƒ€

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�|‚R

‚O

�|

 


[image: image43.emf]14.3
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女は仕事、男は家事・育児をする 男女ともに仕事をし、家事・育児は主に男が分担する

男女ともに仕事をし、家事・育児を分担する その他

無回答


[image: image16.emf]●   施策の方向     １   性別による固定的な役割分担意識の解消   ● 性別による固定的な役割分担意識の更なる理解と解消を目指し、意識啓発活動や広 報活動を実施します。     ● 市が実施している各種講座や研修会などに男女共同参画の視点の導入を推進すると ともに、男女が主体的に活動・協力できるような情報を提供いたします。   ● 多様なライフスタイル・家族像などについて情報収集と提供をいたします。   ２   夫婦が共に責任を担う家庭生活の実現   ● 夫婦が共に家事・育児・介護などの家庭責任の分担意識や、仕事と生活の両立を支 援する ワーク・ライフ ・バランスの 意識啓発を推進します。   ３   男女が共に参画する地域活動の促進   ● 地域での様々な交流や住民組織の活動に男女共同参画の視点を取り入れ、男女が協 働することにより、より活発な活動が推進されるよう啓発を行います。   ● ボランティア活動への参画促進のために、情報収集と提供により活動の場の整備等 について検討をします。   ● 市が 主催する事業・地域活動に積極的に参加できるよう、必要に応じ託児室などの 設置について整備・検討をします。   ● 地域活動の円滑な運営のため、幅広い視野を持つ女性リーダー、女性の 人材育成を 目指した各種研修の実施、海外派遣事業を推進します。       ☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」    『（ １ ） 性別役割分担意識 』   ★「 男女ともに仕事をし、家事・育児を分担する 」 が全体の６割  


「男女ともに仕事をし、家事・育児を分担する」が、全体の６割です。夫婦共働きの背景も伺われる回答結果となりました。また、「男は仕事、女は家事・育児」など、性別による固定的な役割分担意識と思われる回答は低い状況であります。ただし、「男女ともに仕事をし、家事・育児は主に女が分担する。」の回答が２割程度あり、家事・育児は女性が主体との実態があります。

－３１－

[image: image17.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」   『（２） 生活時間のうち【（２）家事（育児・介護を含む）】のみ抜粋 』   ★ 「家事はなし」が男性の４割、 「 家事に３時間以上 」 が女性の６割  



[image: image18.emf]【（ 1 ）仕事（在宅勤務、通勤時間を含む）】     【（ 2 ）家事（育児・介護を含む）】          【 (3)  趣味などの自分の時間】      
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 EMBED Word.Document.8 \s [image: image19.emf]男性の就業状況も検討する余地はありますが、男性の４割が家事に費やす時間が「な し」と回答、反面、３時間以上家事に費やす女性が６割との現実もあります。   －３２－  



[image: image20.emf]主要課題 ３   国際社会への参画   ●   現状と課題       国際婦人年（昭和５０年）以来、男女共同参画社会の形成に向けての取組は、国際的 な取組と密接な関係を有しており、男女共同参画社会基本法にも基本理念のひとつとし て「国際的協調」が掲げられています。近年は、ますます情報化・国際化の進展が著し く、当市においても男女共同参画の視点による国際理解や国際交流などを推進していく ことが求められています。     女性問題は世界共通の課題であり、女性の人権に関する取組は国際的な視野に立ち、 理解と協力が不可欠な要素となっていることから、市 民の国際理解を深めながら交流す ることが大切です。     当市には、３００人を超える外国人登録者がおり、隣接する筑波研究学園都市には多 くの外国人が滞在しています。今後は、広域交流なども活発になることが予想され、国 際的感覚での男女の人権尊重や国際文化交流などについて正しく認識する必要がありま す。     主要課題 の 『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性を 施策の方向 としました。     ●   施策の方向     １   情報の収集と提供   ● 女性の人権問題を世界の問題として認識を深めるために、男女共同参画の取組や現 状について情報収集と提供を行います。     ● 国際的な視野での男女共同参画関連の基準や取組について広報活動を行います。     ２   国際理解、国際交流の推進   ● 未来を担う児童・生徒たちが国際理解を深め、広い視野を持つことができるように、 ＡＬＴ（外国語指導助手）の活用と充実を図り、国際理解を深める環境づくりを促 進します。   ● 国際 理解・国際交流を推進するため、 男女共同参画に関する講演会や国際フォーラ ム等への積極 的な参画を促進します。   ● 国際 交流・国際協力の重要性を喚起するために、市民や在住外国人への広報・啓発 活動を推進します。     ３、外国人との交流   ● 男女共同参画の視点による 外国人との交流について、情報収集と実施に向けた検討 を行います。   ● 外国人が 暮らしやすい環境づくりのために、外国語表示や外国人のための相談窓口 などのあり方について検討を行います。   －３３－  



[image: image21.emf]基本目標 ３   ◎   雇用の場における男女平等の推進         男女が共に働く時代が到来した中で、雇用の場における男女共同参画の推進は極めて 重要な意味を持っています。男女が職業上の責任と家庭や地域における責任と分担を果 たしていくことは、男女共同参画社会の基本的な考え方の一つであります。     近年、経済環境の変化や産業構造の変化に伴い多様な働き方が、家庭生活や職場環境 への影響を与えようとしています。また、農業や商工業の自営業においても、生活環境・ 慣習などの包括的な地域課題の中で、家族従業員として生産や経営管理の担い手とし て 働きながらも、労働に対する適正な労働評価と労働環境の整備がなされている状況では ありません。     現在、働く女性に対する法律や制度が整備されつつありますが、雇用や待遇の面で男 女格差は現実的には残っており、更に、家庭生活でも家事・育児・介護など多くの役割 が負担となっているのが現状です。     そこで「男女雇用機会均等法」の理念に基づき、雇用における均等な機会及び待遇を 確保するための企業への働きかけや、農業や商工業の自営業も含めて職場生活と家庭生 活・地域活動を両立させ、一人ひとりが多様な生き方や働き方を選択できる環境 づくり を推進することが重要です。     上記の『現状と課題』より、基本目標 の実現に向けた取組は何かを考え、   取組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策 として「 何を ～したらよいのか。 」を 主要課題 としました。     ●   主要課題         １   雇用の場における男女平等の確保         ２   職場生活と家庭生活の両立支援         ３   多様な働き方への支援       主要課題１   雇用の場における男女平等の確保   ●   現状と課題       男女が 健康で生きがいをもって働くためには、職場環境や就業条件の向上が大切です 。   「男女雇用機会均等法」では、雇用・採用・配置・昇進などにおいて男女の差別の禁止 と企業の積極的かつ自主的な取組の推進、セクシュアル・ハラスメント防止対策の徹底 が規制され、女性の働く環境づくりに向けた法の整備が進んできました。     しかし、市民意識調査の「職場における差別の実態」についての設問では、「賃金、昇 格などにおける男女格差」（女性３３．５％、男性２３．８％）、「育児・介護休業を取り にくい職場の雰囲気」（女性２７．４％、男性２５．８％）、「女性だけがお茶くみ、掃除 などの雑用を期待される」（女性２５．６％ 、男性１７．９％）など就業に関する問題を 提示する結果となっており、実質的には男女平等ではない職場環境の存在があります。   －３４－  



[image: image22.emf]  職場において女性の能力を発揮するためには、女性に対する仕事上での差別意識をな くし、職場環境を整備していくことが必要です。また、農業や 商工業などの自営業にお いても、生活環境・慣習などの諸問題を解決するとともに、家族従業員として働く中に も男女平等を推進することが必要です。     このことからも、関係諸機関と連携を図り、「男女雇用機会均等法」の周知に努め、実 質的な男女平等を図る取組や、各人の能力を十分に発揮できるようにするための職業能 力の向上や、労働評価などの取組を進める必要があります。       主要課題 の『現状と課題 』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性を 施策の方向 としました。       ●   施策の方向     １   雇用の場における男女の機会均等の徹底   ● 男女平等な職場環境の整備に向けて改正・強化された 「男女雇用機会均等法」につ いて広報・啓発活動を推進します。     ● 農 業や 商工業などの自営業においても、男女平等の精神の理解と諸問題解決のため の、広報・啓発活動を推進します。     ２   主体的に経営参画する女性の育成   ● 家族従業者として働く女性の経営参画や、共に経営者としての自覚を育み働きがい のある経営を図るための意識啓発に努めます。     ３   能力向上・発揮促進のための支援   ● 女性の能力開発と向上を目指した多様な研修や職業訓練の充実を図るために、関係 諸機関の開催する研修会・講習会・講座の情報収集と提供に努めます。   ● 関係諸機関と連携し、就業や雇用に関する情報の収集と提供を推進します。   ● 商工業などの 事業拡大や経営の安定化など、多様な資金需要に対応した融資制度の 充実を図ります。           コラム・標語             －３５－  



[image: image23.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」『 職場における差別の実態（男女別掲載） 』   ★   女性の方が、男女格差 「 ある 」と する人が多い傾向     女性の１６４人のうち、５人に１人は何らかの「男女格差がある」と回答し、全体的に女性の方が、 男女格差を敏感に感じているようです。「男女格差がある」の男女別の回答では、男女のポイント差が 「賃金・昇格」「掃除・雑用」「性的いやがらせ」で８～１０ポイントの差が生ずる結果となりました。     －３６－  
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(5) 性的いやがらせ

（セクシュアル・ハラスメント）

(4) 育児・介護休業を取りにくい

職場の雰囲気

(3) 女性が結婚や出産を理由に

退職する慣例

(2) 賃金，昇格などにおける男女格差

(1) 採用時の男女差別

ある ない わからない 無回答

女　性(n=164)

12.2

25.6

17.1

8.5

27.4

33.5

18.3

18.3

15.9

12.2

11.6

12.2

10.4

12.2

20.7

19.5

37.8

52.4

47.6

38.4

56.1

66.5

51.8

56.7

11.0

14.6

13.4

19.5

22.0

11.6

12.2

12.8

0% 25% 50% 75% 100%

(8) 研修機会や研修内容での男女格差

(7) 女性だけがお茶くみ，掃除などの

　　　雑用を期待される

(6) 女性は庶務的な仕事というふうに，

　　　男女で職務内容を固定的に分ける

(5) 性的いやがらせ

（セクシュアル・ハラスメント）

(4) 育児・介護休業を取りにくい

職場の雰囲気

(3) 女性が結婚や出産を理由に

退職する慣例

(2) 賃金，昇格などにおける男女格差

(1) 採用時の男女差別



 EMBED Word.Document.8 \s [image: image24.emf]主要課題 ２   職場生活と家庭生活の両立支援   ●   現状と課題       男女が仕事をしながら、安心とやすらぎのある社会づくりを進めるためには、仕事と 家庭、育児の責任を分かち合い、男女が「協同の精神」で生活をすることが大切ですが、 必要な時には社会的支援が得られることも大切です。     女性は職業の有無にかかわらず、家事・育児・介護などの家庭生活の多くの責任を担   っており、特に働く女性にとっては職業上の責任など更なる負担がかかることとなりま す。     市民意識調査において『仕事と家庭生活を両立させる上での悩み』で女性の回答が最 も 多かったのは、「家事を十分やる時間がない」（３８．４％）で、「仕事の負担が大きい」 （３１．１％）より上位となりました。家事と仕事の関係の複雑さが伺われます。   また、市民意識調査の『市政への要望』で女性の回答が最も多かったのは、「保育サー ビスの充実」（３４．６％）、次いで「女性の再就職支援」（３３．８％）という結果にな っています。特に、２０代、３０代の女性が、保育サービスの充実と再就職支援を要望 の上位に掲げている状況に、子育てと就業の難しさが伺われます。     そこで、女性が働き続けるために、農業、商工業、サービ ス業などの就業形態を考慮 し保育制度の充実を図るとともに、事業所に対しては労働時間への配慮や育児・介護休 業制度の定着促進を図る必要があります。       主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。                   イラスト・コラム                   －３７－  



[image: image25.emf]  ●   施策の方向       １   職場における両立支援の推進と環境整備     ● 男女が仕事をしながら家事・育児・介護などの家庭責任を果たすことができるよう な環境の整備に向けた広報・啓発を行います。   ● 「 育児・介護休業法 」 の周知を図り、男女が育児・介護休業を取得しやすく、職場 復帰しやすい環境づくりについての広報・啓発を行います。   ● 男性が家事・育児・介護への参加を促進するための啓発活動や、労働時間への配慮・ フレックスタイム制度について広報・啓発を行います。   ● 母性健康管理 に関する意識啓発を図り、妊産婦が安心して働ける職場 環境づくりに ついて広報・啓発を推進します。   ● 介護への 理解促進と参画のために意識啓発を推進します。       ２   子育て支援策の充実   ● 次世代育成支援行動計画に基づき、家庭・学校・民間企業などと連携を強化し、地 域ぐるみの子育て支援体制の整備を推進します。   ● 就業形態の多様化に伴う保育ニーズに対応するため、延長保育や一時保育など保育 サービスの充実を図ります。   ● 保育の充実を図るために、職員の資質向上と保育内容の充実を図り、あわせて幼保 一元化の検討を行います。   ● 児童 福祉施設などの 充実及び子育て支援センターの整備を図るとともに、地域の子 育てサークルの活動を支援し地域ぐるみの子育て支援を推進します。   ● 子育てにおける 諸問題解消のために、保護者に対する子育て相談などの対応を推進 します。           －３８－  



[image: image26.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」   『（ ２ ） 仕事と家庭生活を両立させる上での悩み 』   ★   男性は 「 仕事の負担が大きい 」 、女性は「家事の時間がない」  
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

その他

特に悩みや問題はない

無回答

仕事に十分打ち込めない

配偶者をはじめ家族の理解・協力が十分得られない

親の介護や看護が大変である

家庭生活に対する職場の配慮や理解が十分でない

地域の子育て支援が不十分である

夫婦で過ごせる時間が足りない

子どもと過ごせる時間が足りない

家事を十分やる時間がない

自分自身の趣味や生きがいを考えるゆとりがない

仕事の負担が大きく体力的、精神的に大変である

全体(n=315)

男性(n=164)

女性(n=151)

       「 家事を十分やる時間がない」と回答とした女性が多い。   複数回答ではありますが仕事と家庭の両立に苦慮している状況が伺われます。   「仕事の負担が大きい」と回答した男性と女性も多く、近年の就業形態の多様化 から体力的、精神的に仕事に悩みを感じている状況が伺われます。   職場生活・家庭生活の両立の難しさ 、及び、両立支援策の難しさを感じる回答 結果となりました。           －３９－  



 EMBED Word.Document.8 \s [image: image27.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」『（ ３ ） 市政への要望 』   ★「保育サービスの充実」「女性の再就職支援」が強く求められている。  
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28.1
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

無回答

その他

性差別や権利侵害についての

苦情処理機関の設置

夫などからの暴力被害に対する相談、

救援対策の充実

職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメントの

防止、根絶

行政職員への男女平等についての研修の強化

専門家による女性のための生活相談、

心の相談窓口の充実

女性に特有の病気、健康問題への

相談支援の充実

行政機関や公立学校などにおける

女性管理職の積極的登用

農業・商工サービス業の家族従業者の

地位の向上

学校教育において男女平等について

考えるための学習機会を増やす

審議会など政策決定の場への

女性の積極的登用

男女平等についての意識啓発

地域で活躍できる女性リーダーの育成

地域における女性に不利な社会慣行などの是正

女性の社会活動、情報提供や交流の

場となる拠点施設の充実

雇用の場における男女平等の促進

女性の再就職や起業を支援する施策の充実

保育所、学童保育などの保育サービスの充実

全体（n=409）

男性（n=178）

女性（n=231）

    市政への要望で、「保育サービスの充実」や「女性の再就職支援」・「雇用の場の男女平等の促進」   などの回答が上位にランクづけられました。子育てと就業の難しさが伺われます。   －４０－  


[image: image28.emf]主要課題 ３   多様な働き方への支援   ●   現状と課題       女性の自立意識や就業意欲の高まりにより、就業のための情報提供や相談窓口の充実 とともに働く場の確保が必要となってきます。また、起業に必要な法律知識や経営ノウ ハウなどの能力開発が必要です。     市民意識調査では、市政への要望において「女性の再就職や起業を支援する施策の充 実」の割合が女性では３３．８％と多くなっており、結婚や出産、子育て、介護などを 理由に一時的に仕事を辞めた女性の再就職への支援が求められています。また、「無職者 の就職希望状況」においては、女性の無 職者の６５人のうち２０人が働きたいと考えて いる状況があり、就業に対する支援の取組が求められています。     更に、「就業状況と職業」では、自営業・家族従業員・正社員・パート・派遣など多様 な働きが考えられる中で、それぞれの労働者の適正な労働条件の整備への取組が必要と されます。   農業、商工業などの自営業における女性は、家族従業員として重要な労働の担い手で あるため、その労働に対して適正な評価を行い、主体的に能力が発揮できるような環境 づくりが課題となっています。       主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になって いるか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。     ●   施策の方向     １   多様な働き方を可能にする就業条件の整備   ● 男女が仕事と子育てや家族の介護をしながら、安心して仕事が続けることのできる 職場づくりのために「育児・介護休業法」に基づく制度の周知に努めます。   ● パートタイム労働、派遣労働など多様な就業形態における労働条件の向上・就業環 境の整備のために「パートタイム労働法」や「労働者派遣法」に関して情報提供 と 周知に努めます。   ● 中小企業 における職場環境の改善などに伴う資金の安定化のために融資制度を充実 します。   ● 在宅就労など 新しい就業形態についての情報収集に努めます。     ２   起業、再就職に対する支援   ● 起業に必要な基礎知識、経営ノウハウ等の習得を図るための機会提供を図ります。   ● 再就職の機会の拡大を図るために、再就職に向けた能力開発支援並びに、 就職情報 誌を活用した就職活動情報の提供を推進します。   ● 起業 に向けた必要な資金の 調達を円滑に進めるために、融資制度などの調査や関係 機関と連携を図ります。   －４１－  



[image: image29.emf]３   農業・商工業などの自営業における働きやすい環境の整備   ● 家族従業者として働く女性の経営参画や労働条件の整備について意識啓発を促進し ます。   ● 方針 決定の 場への女性の参画が促進されるよう、 関係機関との連携を図り 、商工業 などに従事する女性の経営参画や労働条件の向上について意識啓発を図ります。   ● 農業に おいては、就業条件や農業経営の方針などの協定を締結する「家族経営協定」 の周知を図るとともに締結の促進をします。             コラム・標語                 ☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」    『（ ３ ） 無職者の就職希望状況 』   ★   就業希望者は全体の２６．７％  
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女性

（65）

男性

（25）

全体

（90）

現在仕事をさがしている しばらくしたら働きたいと思っている 働くつもりはない その他 無回答

      女性の うち「現在仕事をさがしている」・「しばらくしたら働きたいと思っている」 など就業希望者は３０．８％となっています。全体の６５人中では２０人が働き たいと思っている状況で、就業に対する支援が求められています。       イラスト       －４２－  


[image: image30.emf]☆   「男女共同参画に関する市民意識調査」   『 （ ８ ） 就業状況と職業（職業のみ抜粋）』   ★「 正社員とパート・派遣等の割合はほぼ同じ 」  
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[image: image31.emf]  調査分析の都合上「パート・派遣等」と表現した項目の中には、パート・アルバ イト・臨時・派遣・内職・在宅ワークを含めた表現をしており多様な職業の実態 があります。「正社員」と「パート派遣等」がほぼ同じ割合であることも、就業 条件の整備などの必要性が伺われます。    



[image: image32.emf]        コラム・標語                   －４３－  



[image: image33.emf]基本目標 ４   ◎   健康で安心して暮らせる生活環境の整備         住み慣れた家庭や地域の中で「安心して暮らすこと・元気で健康に暮らすこと」は、 幸福な生活を送るための基礎であり、市民一人ひとりが健康で思いやりをもって生活   することは、男女共同参画社会の実現のためには不可欠な要素となります。     そこで、男女が生涯にわたって豊かで充実した生活を営むためにも「自分の健康は自 分で守る」という意識を持ち、心身の健康や自らの健康管理・健康体力づくりを推進す ることが大切です。また、子どもを取り巻く環境の変化により、出産・子育てに 悩む親 が増えていることから、地域の中で安心して子どもを産み育てるための環境の整備を推 進することも大切です。     さらに、高齢者や障害のある人が、地域で誇りと生きがいを持ち、元気で暮らすこと のできるように、環境づくり・社会づくりに積極的に参画するための取組を推進するこ とが大切です。         上記の『現状と課題』より、基本目標 の実現に向けた取組は何かを考え、取 組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策と して、 「何を ～したらよいのか。 」を 主要課題 としました。     ●   主要課題         １   自 らが参加する男女の健康づくり         ２   子どもが健やかに育つ環境整備         ３   高齢者、障害者等に対する自立支援             主要課題１   自らが参加する男女の健康づくり   ●   現状と課題       すべての人が、 身体的 ・精神的に健康であることは、生き生きとした生活を過ごすた めの基本であり、自分の身体や心の健康を管理し、自らが参加する健康・体力づくり運 動が重要となります。また、身体的な健康、心の健康に不安を感じている人には、的確 な健康診断や健康相談の支援が必要になります     桜川市では「安心とやすらぎのある健康福 祉社会づくり」を目指して、市民一人ひと りが「自分の健康は自分で守る」という意識を持ち、元気で健康に暮らすことのできる 社会の実現に向けた積極的な健康づくりの取組や、市民の健康保持・増進のための諸施 策を推進しています。     特に、女性は妊娠、出産などを通じて、男性とは異なった健康上の問題に直面します。   このため、女性が健康に過ごすためには、男女が正しい知識や情報を得ることが必要で す。そのためには、学校や家庭における性教育の重要性や、発達段階に応じた教育が求   －４４－  



[image: image34.emf]められています。また、女性の生涯を通じた健康の問題については、男女が高い関心を 持ち、正しい知識・正しい情報を得て、認識を深めるための施策の推進が必要です。     また、母子保健については、高齢出産の増加や核家族化などの社会環境の変化に対応 し、悩みや不安を解消するための相談体制の充実が求められています。       主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性を 施策の方向 としました。       ●   施策の方向     １   心身の健康保持・増進への支援   ● 「自分の健康は自分で守る」という意識を持ち、市民一人ひとりが自己の健康管理 能力を高め、心身ともに健康な生活を営むための予防医療体制と相談体制を充実さ せます。     ● 喫煙、飲酒、薬物乱用、性感染症、エイズなどの諸問題については、正しい知識の 周知と防止対策を推進します。   ● 生活習慣病 を予防するため、健康診査や各種健診、健康教室の開催など気軽に予防 に取り組めるような環境の整備に努めます。   ● 生涯 にわたってスポーツ・レクリエーション活動に親しむために、 多様なスポーツ 実践の場を提供していきます。         ２   母子保健サービスの充実   ● 妊産婦・乳幼児の健診体制の充実を図るなど、妊娠・出産に伴う女性の心身の健康 上の問題をなくすための支援体制の整備を推進します。   ● 次の世代を担う健やかな子どもを産み育てられるように、母性保護と母子保健の増 進を図り、関係機関との連携や地域ぐるみで健康づくりの取組を推進します。   ● 妊娠・出産など女性のライフステージに応じた課題に的確に対応するための体制整 備と、生涯にわたる健康づくりを推進します。             標語         －４５－  



[image: image35.emf]主要課題 ２   子どもが健やかに育つ環境整備   ●   現状と課題       少子・高齢化などの社会構造の変化や核家族化の進行により、ひとりで育児を担う母 親の不安や孤立感は、児童虐待や育児放棄など様々な社会問題を引きおこしています。     現在、子育ての多くを女性が担っている中で、女性就業者の増加による就業形態の多 様化など、子どもを取り巻く環境に変化が見られます。そこで、安心して子どもを産み、   子どもを健やかに育てることができる環境整備が必要です。     桜川市では、地域の中で子どもを安心して産み、子育てに大きな喜びが実感できるよ うな環境づくりを推進するため、「次世代育成支援行動計画」を策定し、子育て支援事業 の促進や児童相談の体制整備に努め、家庭や学校及び民間企業などと連携を強化し、地 域ぐるみで子育て支援に取り組んでいます。     近年、子どもを巻き込んだ犯罪等の増加に加え、いじめ、不登校、ひきこもり、問題 行動、児童虐待などが大きな社会問題になっている中で、子どもを安全に、健やかに育 てられる環境の整備が課題となっています。     そのために、子どもの人権についての意識啓発や、心身の健全育成の取組を始めとし て、関係機関との連携の強化と体制の整 備を進めるとともに、児童生徒の不登校や、い じめなどの未然防止と解消を図るための相談体制の整備が必要です。     また、情報化の進展により多様な情報がもたらされていますが、有害な性に関する情 報が氾濫するなど青少年の健全育成への影響が懸念されており、有害な社会環境の浄化 が求められています。       主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。                 イラ スト・標語                 －４６－  



[image: image36.emf]●   施策の方向     １   子どもが健やかに育つ生活環境の整備     ● 「次世代育成支援行動計画」に基づき、家庭や学校及び民間企業などとの連携を強 化し、地域ぐるみの子育て支援体制の整備を推進します。   ● 地域の子育てサークルの活動を支援し、高齢者や子育て経験者の知識と経験を活用 した地域ぐるみの子育て支援を推進します。   ● 市民の保育ニーズ に対応するための諸施策を充実させることにより、子どもを健や かに育てる家庭環境の整備充実を図ります。   ● 医療費助成の充実や児童手当など各種手当ての給付とともに、子どもの出産や教育 にかかる費 用の負担軽減策の検討をします。   ● 「食 育」の推進を通じて、健全で安心な食生活を実践することにより、心身の健康 な子どもの育成に努めます。   ● 保護者や 地域市民との連携を強化し、事故や犯罪の危険から子どもを守るために、 安全確保の対策を推進します。   ● 青少年を取り巻く有害環境への対策を推進します。       ２   児童虐待防止の推進   ● 児童虐待防止に向けた 子どもの人権についての意識啓発を行います。   ● 関係機関と連携 強化を図り、児童虐待の防止対策を推進します。   ● 地域における 早期発見のための支援体制の整備を推進します。       ３   子どもに関する相談支援体制の整備   ● 子育て中の親が育児で悩んだときに活用するため、地域の子どもを守り育てる仕組 みづくりや子育てアドバイザーの育成を支援します。   ● 関係機関と の 連携 を深め、多様な相談に迅速に対応できる体制を整えます。   ● 児童生徒の不登校や いじめなどの諸問題に対応するため、相談員を配置し学校にお ける相談支援体制の整備を図ります。             イラスト                 －４７－  



[image: image37.emf]主要課題 ３   高齢者、障害者等に対する自立支援   ●   現状と課題     高齢期や障害のある人が、豊かで活力ある生活を過ごすためには、社会参画の機会を 持ち、充実した毎日を過ごすことが大切であります。     桜川市の高齢化率は２２．５％（平成１７年度）であり、平成３７年には市民の約３ 人に１人が６５歳以上の高齢者になることが予測されています。市では、平成１７年に   「桜川市老人保健福祉計画及び介護保険事業計画」を策定し、高齢者が地域社会で自立 した生活を送ることができるよう、介護保険サービスや各種高齢者福祉サービスの充実 に努めて います。     また、旧町村で策定した「市町村障害者計画」に基づき各種施策を展開していますが、 今後は、「障害福祉計画」を策定し、より地域の実情に応じた柔軟な支援施策の展開が課 題となっています。     高齢者が住み慣れた地域で自立した生活が続けられるよう、平成１２年４月に「介護 保険法」が施行されました。介護保険制度の浸透とともに、基盤整備の充実、サービス の利用増大、介護者負担の軽減が図られるようになりましたが、新たな課題への対応と して、高齢者の自立支援を目的としたサービス計画や、介護予防への取組とともに、高 齢者の豊か な経験と知識を地域社会の様々なニーズに活かしながら、高齢者の生きがい づくりを支援することが求められています。     本市においても増加傾向にあるひとり暮らしの高齢者への支援や、ひとり親の家庭支 援では、社会的・経済的な問題を抱えていることから、各種支援の充実や生活意欲を持 たせるための相談や助言、指導などの強化を図る必要があります。       主要課題 の『現状と課題』 より 、 『何が～の課題になっているか。』を考え、 主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、 「何 を～すればよいのか。 」 の方向性 を 施策の方向 としました。    



[image: image38.emf]          イラスト・標語              
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[image: image40.emf]●   施策の方向     １   高齢者の社会参画の推進（自立支援）     ● 高齢者の生きがいづくりを促進するため、シルバー人材センターと連携し高齢者の 就労機会の充実に努めます。   ● 高齢者が生きがいを持って楽しく生活するための社会活動の機会提供と環境整備を 図り、地域の高齢者クラブなどの活動を支援します。   ● 高齢者 を支援するボランティア、ＮＰＯ団体などの活動を支援するとともに、高齢 者が、知識や経験を活かしたボランティア活動などに積極的に参加するための啓発 活動を推進します。     ２   障害のある人に対する支援   ● 障害のある人が安心 して暮らせる条件の整備に努めます 。   ● 障害のある人への自立・社会参加の促進を支援するため、相談支援体制の充実を図 り雇用促進や社会参加を支援します。   ● 地域の 実情に応じた柔軟な支援施策を展開するために、 「障害 福祉計画 」 を策定し、 在宅福祉や施設福祉サービスの充実を図ります。   ● ノーマライゼーション の考え方により福祉教育を推進するとともに、民間企業にお ける障害者の受け入れ体制づくりに努めます。   ノーマライゼーションとは、障害者の住居、教育、労働、余暇などの生活条件を可能な限 り障害のない人と同じにするという意味で 、 障害者だけでなく高齢者・女性など援助を必要 とする人々が共に支え合い、互いを尊敬しながら関わっていける社会を目指す考え方     ３   要介護状態にならないための介護予防   ● 地域の高齢者やその家族に対して、寝たきり予防などの高齢者の健康と生きがいづ くりについて、積極的な普及啓発を推進します。   ● 高齢者が地域社会で自立した生活を送ることができるように、介護予防や生活支援 施策などの充実を図ります。     ４   ひとり暮らしの高齢者・ひとり親の家庭に対する支援   ● 多様な形態の家族が自立し安定した生活を送ることができるよう、情報 収集や情報 提供並びに相談体制の充実に努めます。   ● 経済的負担を軽減させる ため、手当の支給等の充実を図ります。           イラスト・コラム             －４９－  



[image: image41.emf]Ⅱ   推進体制の整備     男女共同参画 社会の早期実現を図るため、市の推進体制を強化充実し、率先して取り 組んでいきます。     １   市役所における組織の充実       （１）庁内組織の強化   男女共同参画社会の実現を目指し、「桜川市男女共同参画推進プラン」をより効 果的に、かつ実効性のあるものとするためには、庁内の関係各課が行政課題とし ての認識を持ち、総合的かつ効率的に施策を推進することが必要です。        そのため、庁内で組織した「桜川市男女共同参画庁内推進会議」や男女共同参 画推進に関する事項を調査研究する「職員ワーキングチ ーム」を中心にして、関 係各課の一層の連携を図ります。        また、男女共同参画に関する企画、調整等を図るために、「男女共同参画室」を 設置し、各施策の計画的な進行及び関係各課との連携の強化を図ります。   （ ２ ） 職員への啓発        市の行政全体に男女共同参画の視点を反映するため、全ての職員を対象に男女 共同参画についての理解を深め、男女平等などを養うための研修機会や情報提供 の充実を図ります。     ２   推進体制の整備     （１）市の取組に対する定期的な進行管理と評価の実施   計画を着実に推進していくためには、関係事業の 進行管理や実施状況の確認・ 評価を行うことが重要です。そのため、市の取組状況や進捗状況について学識経 験者や各種団体の代表、公募市民で構成される「桜川市男女共同参画プラン策定 委員会」において、計画策定の経緯も踏まえて、定期的な進行管理や実施状況の 確認・評価を実施します。   （２）男女共同参画を推進するためのネットワークの構築   市の行政全体の中には、既に男女共同参画の視点による諸施策が実施されてい ますが、今回、「桜川市男女共同参画推進プラン」の策定によって、男女共同参画 の視点による実施形態や運営等が明確化することと なりました。今後は、男女共 同参画事業の進行管理の観点からも、関係所管課とのネットワークの構築を図り 男女共同参画社会の実現に向けた諸施策を推進します。   （３）男女共同参画を推進するための拠点機能の整備   市民や団体が、男女共同参画に関する情報の収集・発信・交換などを自主的に 行えるような拠点機能のあり方が求められています。自主的な取組を活発にする ために、活動や学習への支援を図る拠点機能のあり方について検討します。        また、拠点機能施設や開催施設への事業参加者の利便性を考慮した、交通網や 交通アクセスに関する整 備検討を含めた拠点機能などのあり方を検討します。   －５０－  



[image: image42.emf]（４）調査研究と情報の収集及び提供   男女共同参画に関する意識啓発・効果の状況を把握のためには、情報収集と各種 調査研究は重要であります。そのために、定期的な市民意識アンケート調査や実態 調査を実施して市民や団体の現状とニーズを把握します。更に、男女共同参画に関 する国際的な動向、国や県の取組、近隣市町村の取組、民間団体の取組についての 情報を収集し必要とする市民や団体に提供します。   （５ ）相談窓口の設置   人権尊重を基本理念として男女共同参画は進められていますが、時として「女性 の人権」が侵害され女性が不愉快と感じる状 況も想定されます。そのような状況に おいて、女性が気軽に相談できる「女性専用相談窓口」のあり方や設置について検 討します。     ３   連携の強化     （１）市民・団体・事業所との協働   「市民 （あなた） が 主役のまちづくり」・「市民と行政の協働によるまちづくり」を目 指す桜川市の基本姿勢に基づき男女共同参画事業は進めています。男女共同参画社 会の実現には、市民・団体・事業所など地域の全ての人と行政がパートナーとして 協働しながら、市民一人ひとりの自主的な活動や自主的な行動によって、意識改革 や各施策を推進することが必要です。   （２）関係機関との連携   男女共同参画社会の実現に向けての諸施策の展開は、国や県の施策によるものと 整合性を保つ必要があります。問題解決が国や県の施策によるものが効果的な場合 には、積極的に働きかけ連携を図ります。また、近隣市町村や関係機関との連携と 協力体制の強化を図ります。                   イラスト                   －５１－  
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_1258181507.doc
主要課題３　国際社会への参画

●　現状と課題　

　国際婦人年（昭和５０年）以来、男女共同参画社会の形成に向けての取組は、国際的な取組と密接な関係を有しており、男女共同参画社会基本法にも基本理念のひとつとして「国際的協調」が掲げられています。近年は、ますます情報化・国際化の進展が著しく、当市においても男女共同参画の視点による国際理解や国際交流などを推進していくことが求められています。


　女性問題は世界共通の課題であり、女性の人権に関する取組は国際的な視野に立ち、理解と協力が不可欠な要素となっていることから、市民の国際理解を深めながら交流することが大切です。


　当市には、３００人を超える外国人登録者がおり、隣接する筑波研究学園都市には多くの外国人が滞在しています。今後は、広域交流なども活発になることが予想され、国際的感覚での男女の人権尊重や国際文化交流などについて正しく認識する必要があります。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　情報の収集と提供

●女性の人権問題を世界の問題として認識を深めるために、男女共同参画の取組や現状について情報収集と提供を行います。


　●国際的な視野での男女共同参画関連の基準や取組について広報活動を行います。


２　国際理解、国際交流の推進

●未来を担う児童・生徒たちが国際理解を深め、広い視野を持つことができるように、ＡＬＴ（外国語指導助手）の活用と充実を図り、国際理解を深める環境づくりを促進します。

●国際理解・国際交流を推進するため、男女共同参画に関する講演会や国際フォーラム等への積極的な参画を促進します。


●国際交流・国際協力の重要性を喚起するために、市民や在住外国人への広報・啓発活動を推進します。

３、外国人との交流

●男女共同参画の視点による外国人との交流について、情報収集と実施に向けた検討を行います。

●外国人が暮らしやすい環境づくりのために、外国語表示や外国人のための相談窓口などのあり方について検討を行います。

－３３－
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主要課題３　多様な働き方への支援

●　現状と課題　

　女性の自立意識や就業意欲の高まりにより、就業のための情報提供や相談窓口の充実とともに働く場の確保が必要となってきます。また、起業に必要な法律知識や経営ノウハウなどの能力開発が必要です。


　市民意識調査では、市政への要望において「女性の再就職や起業を支援する施策の充実」の割合が女性では３３．８％と多くなっており、結婚や出産、子育て、介護などを理由に一時的に仕事を辞めた女性の再就職への支援が求められています。また、「無職者の就職希望状況」においては、女性の無職者の６５人のうち２０人が働きたいと考えている状況があり、就業に対する支援の取組が求められています。


　更に、「就業状況と職業」では、自営業・家族従業員・正社員・パート・派遣など多様な働きが考えられる中で、それぞれの労働者の適正な労働条件の整備への取組が必要とされます。


農業、商工業などの自営業における女性は、家族従業員として重要な労働の担い手であるため、その労働に対して適正な評価を行い、主体的に能力が発揮できるような環境づくりが課題となっています。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　多様な働き方を可能にする就業条件の整備

●男女が仕事と子育てや家族の介護をしながら、安心して仕事が続けることのできる職場づくりのために「育児・介護休業法」に基づく制度の周知に努めます。

●パートタイム労働、派遣労働など多様な就業形態における労働条件の向上・就業環境の整備のために「パートタイム労働法」や「労働者派遣法」に関して情報提供と周知に努めます。


●中小企業における職場環境の改善などに伴う資金の安定化のために融資制度を充実します。

●在宅就労など新しい就業形態についての情報収集に努めます。


２　起業、再就職に対する支援

●起業に必要な基礎知識、経営ノウハウ等の習得を図るための機会提供を図ります。


●再就職の機会の拡大を図るために、再就職に向けた能力開発支援並びに、就職情報誌を活用した就職活動情報の提供を推進します。


●起業に向けた必要な資金の調達を円滑に進めるために、融資制度などの調査や関係機関と連携を図ります。


－４１－
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		コラム・標語
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●　施策の方向　

１　子どもが健やかに育つ生活環境の整備

　●「次世代育成支援行動計画」に基づき、家庭や学校及び民間企業などとの連携を強化し、地域ぐるみの子育て支援体制の整備を推進します。

●地域の子育てサークルの活動を支援し、高齢者や子育て経験者の知識と経験を活用した地域ぐるみの子育て支援を推進します。

●市民の保育ニーズに対応するための諸施策を充実させることにより、子どもを健やかに育てる家庭環境の整備充実を図ります。

●医療費助成の充実や児童手当など各種手当ての給付とともに、子どもの出産や教育にかかる費用の負担軽減策の検討をします。


●「食育」の推進を通じて、健全で安心な食生活を実践することにより、心身の健康な子どもの育成に努めます。

●保護者や地域市民との連携を強化し、事故や犯罪の危険から子どもを守るために、安全確保の対策を推進します。


●青少年を取り巻く有害環境への対策を推進します。


２　児童虐待防止の推進

●児童虐待防止に向けた子どもの人権についての意識啓発を行います。

●関係機関と連携強化を図り、児童虐待の防止対策を推進します。

●地域における早期発見のための支援体制の整備を推進します。


３　子どもに関する相談支援体制の整備

●子育て中の親が育児で悩んだときに活用するため、地域の子どもを守り育てる仕組みづくりや子育てアドバイザーの育成を支援します。

●関係機関との連携を深め、多様な相談に迅速に対応できる体制を整えます。

●児童生徒の不登校やいじめなどの諸問題に対応するため、相談員を配置し学校における相談支援体制の整備を図ります。

		イラスト
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●　施策の方向　

１　高齢者の社会参画の推進（自立支援）

　●高齢者の生きがいづくりを促進するため、シルバー人材センターと連携し高齢者の就労機会の充実に努めます。

●高齢者が生きがいを持って楽しく生活するための社会活動の機会提供と環境整備を図り、地域の高齢者クラブなどの活動を支援します。

●高齢者を支援するボランティア、ＮＰＯ団体などの活動を支援するとともに、高齢者が、知識や経験を活かしたボランティア活動などに積極的に参加するための啓発活動を推進します。


２　障害のある人に対する支援

●障害のある人が安心して暮らせる条件の整備に努めます。

●障害のある人への自立・社会参加の促進を支援するため、相談支援体制の充実を図り雇用促進や社会参加を支援します。

●地域の実情に応じた柔軟な支援施策を展開するために、「障害福祉計画」を策定し、在宅福祉や施設福祉サービスの充実を図ります。

●ノーマライゼーションの考え方により福祉教育を推進するとともに、民間企業における障害者の受け入れ体制づくりに努めます。

		ノーマライゼーションとは、障害者の住居、教育、労働、余暇などの生活条件を可能な限り障害のない人と同じにするという意味で、障害者だけでなく高齢者・女性など援助を必要とする人々が共に支え合い、互いを尊敬しながら関わっていける社会を目指す考え方





３　要介護状態にならないための介護予防

●地域の高齢者やその家族に対して、寝たきり予防などの高齢者の健康と生きがいづくりについて、積極的な普及啓発を推進します。

●高齢者が地域社会で自立した生活を送ることができるように、介護予防や生活支援施策などの充実を図ります。

４　ひとり暮らしの高齢者・ひとり親の家庭に対する支援

●多様な形態の家族が自立し安定した生活を送ることができるよう、情報収集や情報提供並びに相談体制の充実に努めます。

●経済的負担を軽減させるため、手当の支給等の充実を図ります。


		イラスト・コラム
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☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」

『（２）生活時間のうち【（２）家事（育児・介護を含む）】のみ抜粋』


★「家事はなし」が男性の４割、「家事に３時間以上」が女性の６割


_1258183263.doc
		【（1）仕事（在宅勤務、通勤時間を含む）】
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【（2）家事（育児・介護を含む）】　　
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 【(3) 趣味などの自分の時間】
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男性の就業状況も検討する余地はありますが、男性の４割が家事に費やす時間が「なし」と回答、反面、３時間以上家事に費やす女性が６割との現実もあります。

－３２－
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Ⅱ　推進体制の整備

　男女共同参画社会の早期実現を図るため、市の推進体制を強化充実し、率先して取り組んでいきます。


１　市役所における組織の充実

　


（１）庁内組織の強化


男女共同参画社会の実現を目指し、「桜川市男女共同参画推進プラン」をより効果的に、かつ実効性のあるものとするためには、庁内の関係各課が行政課題としての認識を持ち、総合的かつ効率的に施策を推進することが必要です。


　　　　そのため、庁内で組織した「桜川市男女共同参画庁内推進会議」や男女共同参画推進に関する事項を調査研究する「職員ワーキングチーム」を中心にして、関係各課の一層の連携を図ります。


　　　　また、男女共同参画に関する企画、調整等を図るために、「男女共同参画室」を設置し、各施策の計画的な進行及び関係各課との連携の強化を図ります。


（２）職員への啓発

　　　　市の行政全体に男女共同参画の視点を反映するため、全ての職員を対象に男女共同参画についての理解を深め、男女平等などを養うための研修機会や情報提供の充実を図ります。


２　推進体制の整備


（１）市の取組に対する定期的な進行管理と評価の実施


計画を着実に推進していくためには、関係事業の進行管理や実施状況の確認・評価を行うことが重要です。そのため、市の取組状況や進捗状況について学識経験者や各種団体の代表、公募市民で構成される「桜川市男女共同参画プラン策定委員会」において、計画策定の経緯も踏まえて、定期的な進行管理や実施状況の確認・評価を実施します。


（２）男女共同参画を推進するためのネットワークの構築


市の行政全体の中には、既に男女共同参画の視点による諸施策が実施されていますが、今回、「桜川市男女共同参画推進プラン」の策定によって、男女共同参画の視点による実施形態や運営等が明確化することとなりました。今後は、男女共同参画事業の進行管理の観点からも、関係所管課とのネットワークの構築を図り男女共同参画社会の実現に向けた諸施策を推進します。

（３）男女共同参画を推進するための拠点機能の整備


市民や団体が、男女共同参画に関する情報の収集・発信・交換などを自主的に行えるような拠点機能のあり方が求められています。自主的な取組を活発にするために、活動や学習への支援を図る拠点機能のあり方について検討します。


　　　　また、拠点機能施設や開催施設への事業参加者の利便性を考慮した、交通網や交通アクセスに関する整備検討を含めた拠点機能などのあり方を検討します。


－５０－
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（４）調査研究と情報の収集及び提供


男女共同参画に関する意識啓発・効果の状況を把握のためには、情報収集と各種調査研究は重要であります。そのために、定期的な市民意識アンケート調査や実態調査を実施して市民や団体の現状とニーズを把握します。更に、男女共同参画に関する国際的な動向、国や県の取組、近隣市町村の取組、民間団体の取組についての情報を収集し必要とする市民や団体に提供します。

（５）相談窓口の設置


人権尊重を基本理念として男女共同参画は進められていますが、時として「女性の人権」が侵害され女性が不愉快と感じる状況も想定されます。そのような状況において、女性が気軽に相談できる「女性専用相談窓口」のあり方や設置について検討します。


３　連携の強化


（１）市民・団体・事業所との協働


「市民（あなた）が主役のまちづくり」・「市民と行政の協働によるまちづくり」を目指す桜川市の基本姿勢に基づき男女共同参画事業は進めています。男女共同参画社会の実現には、市民・団体・事業所など地域の全ての人と行政がパートナーとして協働しながら、市民一人ひとりの自主的な活動や自主的な行動によって、意識改革や各施策を推進することが必要です。


（２）関係機関との連携


男女共同参画社会の実現に向けての諸施策の展開は、国や県の施策によるものと整合性を保つ必要があります。問題解決が国や県の施策によるものが効果的な場合には、積極的に働きかけ連携を図ります。また、近隣市町村や関係機関との連携と協力体制の強化を図ります。


		イラスト
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		イラスト・標語
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主要課題３　高齢者、障害者等に対する自立支援

●　現状と課題　

高齢期や障害のある人が、豊かで活力ある生活を過ごすためには、社会参画の機会を持ち、充実した毎日を過ごすことが大切であります。


　桜川市の高齢化率は２２．５％（平成１７年度）であり、平成３７年には市民の約３人に１人が６５歳以上の高齢者になることが予測されています。市では、平成１７年に


「桜川市老人保健福祉計画及び介護保険事業計画」を策定し、高齢者が地域社会で自立した生活を送ることができるよう、介護保険サービスや各種高齢者福祉サービスの充実に努めています。


　また、旧町村で策定した「市町村障害者計画」に基づき各種施策を展開していますが、今後は、「障害福祉計画」を策定し、より地域の実情に応じた柔軟な支援施策の展開が課題となっています。


　高齢者が住み慣れた地域で自立した生活が続けられるよう、平成１２年４月に「介護保険法」が施行されました。介護保険制度の浸透とともに、基盤整備の充実、サービスの利用増大、介護者負担の軽減が図られるようになりましたが、新たな課題への対応として、高齢者の自立支援を目的としたサービス計画や、介護予防への取組とともに、高齢者の豊かな経験と知識を地域社会の様々なニーズに活かしながら、高齢者の生きがいづくりを支援することが求められています。


　本市においても増加傾向にあるひとり暮らしの高齢者への支援や、ひとり親の家庭支援では、社会的・経済的な問題を抱えていることから、各種支援の充実や生活意欲を持たせるための相談や助言、指導などの強化を図る必要があります。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。
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められています。また、女性の生涯を通じた健康の問題については、男女が高い関心を持ち、正しい知識・正しい情報を得て、認識を深めるための施策の推進が必要です。


　また、母子保健については、高齢出産の増加や核家族化などの社会環境の変化に対応し、悩みや不安を解消するための相談体制の充実が求められています。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　心身の健康保持・増進への支援

●「自分の健康は自分で守る」という意識を持ち、市民一人ひとりが自己の健康管理能力を高め、心身ともに健康な生活を営むための予防医療体制と相談体制を充実させます。

　●喫煙、飲酒、薬物乱用、性感染症、エイズなどの諸問題については、正しい知識の周知と防止対策を推進します。

●生活習慣病を予防するため、健康診査や各種健診、健康教室の開催など気軽に予防に取り組めるような環境の整備に努めます。

●生涯にわたってスポーツ・レクリエーション活動に親しむために、多様なスポーツ実践の場を提供していきます。

２　母子保健サービスの充実

●妊産婦・乳幼児の健診体制の充実を図るなど、妊娠・出産に伴う女性の心身の健康上の問題をなくすための支援体制の整備を推進します。

●次の世代を担う健やかな子どもを産み育てられるように、母性保護と母子保健の増進を図り、関係機関との連携や地域ぐるみで健康づくりの取組を推進します。

●妊娠・出産など女性のライフステージに応じた課題に的確に対応するための体制整備と、生涯にわたる健康づくりを推進します。

		標語
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主要課題２　子どもが健やかに育つ環境整備

●　現状と課題　

　少子・高齢化などの社会構造の変化や核家族化の進行により、ひとりで育児を担う母親の不安や孤立感は、児童虐待や育児放棄など様々な社会問題を引きおこしています。


　現在、子育ての多くを女性が担っている中で、女性就業者の増加による就業形態の多様化など、子どもを取り巻く環境に変化が見られます。そこで、安心して子どもを産み、


子どもを健やかに育てることができる環境整備が必要です。


　桜川市では、地域の中で子どもを安心して産み、子育てに大きな喜びが実感できるような環境づくりを推進するため、「次世代育成支援行動計画」を策定し、子育て支援事業の促進や児童相談の体制整備に努め、家庭や学校及び民間企業などと連携を強化し、地域ぐるみで子育て支援に取り組んでいます。


　近年、子どもを巻き込んだ犯罪等の増加に加え、いじめ、不登校、ひきこもり、問題行動、児童虐待などが大きな社会問題になっている中で、子どもを安全に、健やかに育てられる環境の整備が課題となっています。


　そのために、子どもの人権についての意識啓発や、心身の健全育成の取組を始めとして、関係機関との連携の強化と体制の整備を進めるとともに、児童生徒の不登校や、いじめなどの未然防止と解消を図るための相談体制の整備が必要です。


　また、情報化の進展により多様な情報がもたらされていますが、有害な性に関する情報が氾濫するなど青少年の健全育成への影響が懸念されており、有害な社会環境の浄化が求められています。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





		イラスト・標語








－４６－



_1258182182.doc
基本目標４　◎　健康で安心して暮らせる生活環境の整備　


　住み慣れた家庭や地域の中で「安心して暮らすこと・元気で健康に暮らすこと」は、幸福な生活を送るための基礎であり、市民一人ひとりが健康で思いやりをもって生活


することは、男女共同参画社会の実現のためには不可欠な要素となります。


　そこで、男女が生涯にわたって豊かで充実した生活を営むためにも「自分の健康は自分で守る」という意識を持ち、心身の健康や自らの健康管理・健康体力づくりを推進することが大切です。また、子どもを取り巻く環境の変化により、出産・子育てに悩む親が増えていることから、地域の中で安心して子どもを産み育てるための環境の整備を推進することも大切です。


　さらに、高齢者や障害のある人が、地域で誇りと生きがいを持ち、元気で暮らすことのできるように、環境づくり・社会づくりに積極的に参画するための取組を推進することが大切です。


　


		上記の『現状と課題』より、基本目標の実現に向けた取組は何かを考え、取組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策として、「何を～したらよいのか。」を主要課題としました。





●　主要課題


　　　　　１　自らが参加する男女の健康づくり

　　　　　２　子どもが健やかに育つ環境整備

　　　　　３　高齢者、障害者等に対する自立支援

　　　　　


主要課題１　自らが参加する男女の健康づくり

· 現状と課題　


　すべての人が、身体的・精神的に健康であることは、生き生きとした生活を過ごすための基本であり、自分の身体や心の健康を管理し、自らが参加する健康・体力づくり運動が重要となります。また、身体的な健康、心の健康に不安を感じている人には、的確な健康診断や健康相談の支援が必要になります

　桜川市では「安心とやすらぎのある健康福祉社会づくり」を目指して、市民一人ひとりが「自分の健康は自分で守る」という意識を持ち、元気で健康に暮らすことのできる社会の実現に向けた積極的な健康づくりの取組や、市民の健康保持・増進のための諸施策を推進しています。


　特に、女性は妊娠、出産などを通じて、男性とは異なった健康上の問題に直面します。


このため、女性が健康に過ごすためには、男女が正しい知識や情報を得ることが必要です。そのためには、学校や家庭における性教育の重要性や、発達段階に応じた教育が求


－４４－



_1258181945.doc
☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」　『（８）就業状況と職業（職業のみ抜粋）』


★「正社員とパート・派遣等の割合はほぼ同じ」


_1258182055.doc
　調査分析の都合上「パート・派遣等」と表現した項目の中には、パート・アルバイト・臨時・派遣・内職・在宅ワークを含めた表現をしており多様な職業の実態があります。「正社員」と「パート派遣等」がほぼ同じ割合であることも、就業条件の整備などの必要性が伺われます。



_1258181818.doc
３　農業・商工業などの自営業における働きやすい環境の整備

●家族従業者として働く女性の経営参画や労働条件の整備について意識啓発を促進します。

●方針決定の場への女性の参画が促進されるよう、関係機関との連携を図り、商工業などに従事する女性の経営参画や労働条件の向上について意識啓発を図ります。

●農業においては、就業条件や農業経営の方針などの協定を締結する「家族経営協定」の周知を図るとともに締結の促進をします。

		コラム・標語








☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」　　『（３）無職者の就職希望状況』


★　就業希望者は全体の２６．７％
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　女性のうち「現在仕事をさがしている」・「しばらくしたら働きたいと思っている」など就業希望者は３０．８％となっています。全体の６５人中では２０人が働きたいと思っている状況で、就業に対する支援が求められています。


		イラスト








－４２－



_1258181679.doc
主要課題２　職場生活と家庭生活の両立支援

●　現状と課題　

　男女が仕事をしながら、安心とやすらぎのある社会づくりを進めるためには、仕事と家庭、育児の責任を分かち合い、男女が「協同の精神」で生活をすることが大切ですが、必要な時には社会的支援が得られることも大切です。


　女性は職業の有無にかかわらず、家事・育児・介護などの家庭生活の多くの責任を担


っており、特に働く女性にとっては職業上の責任など更なる負担がかかることとなります。


　市民意識調査において『仕事と家庭生活を両立させる上での悩み』で女性の回答が最も多かったのは、「家事を十分やる時間がない」（３８．４％）で、「仕事の負担が大きい」（３１．１％）より上位となりました。家事と仕事の関係の複雑さが伺われます。


また、市民意識調査の『市政への要望』で女性の回答が最も多かったのは、「保育サービスの充実」（３４．６％）、次いで「女性の再就職支援」（３３．８％）という結果になっています。特に、２０代、３０代の女性が、保育サービスの充実と再就職支援を要望の上位に掲げている状況に、子育てと就業の難しさが伺われます。


　そこで、女性が働き続けるために、農業、商工業、サービス業などの就業形態を考慮し保育制度の充実を図るとともに、事業所に対しては労働時間への配慮や育児・介護休業制度の定着促進を図る必要があります。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





		イラスト・コラム








－３７－



_1258181727.doc
☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」

『（２）仕事と家庭生活を両立させる上での悩み』


★　男性は「仕事の負担が大きい」、女性は「家事の時間がない」
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配偶者をはじめ家族の理解・協力が十分得られない


親の介護や看護が大変である


家庭生活に対する職場の配慮や理解が十分でない


地域の子育て支援が不十分である


夫婦で過ごせる時間が足りない


子どもと過ごせる時間が足りない


家事を十分やる時間がない


自分自身の趣味や生きがいを考えるゆとりがない


仕事の負担が大きく体力的、精神的に大変である


全体(n=315)


男性(n=164)


女性(n=151)








		





  「家事を十分やる時間がない」と回答とした女性が多い。


複数回答ではありますが仕事と家庭の両立に苦慮している状況が伺われます。


「仕事の負担が大きい」と回答した男性と女性も多く、近年の就業形態の多様化から体力的、精神的に仕事に悩みを感じている状況が伺われます。


職場生活・家庭生活の両立の難しさ、及び、両立支援策の難しさを感じる回答結果となりました。


－３９－



_1258181756.doc
☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」『（３）市政への要望』

★「保育サービスの充実」「女性の再就職支援」が強く求められている。
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女性に特有の病気、健康問題への


相談支援の充実


行政機関や公立学校などにおける


女性管理職の積極的登用
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地位の向上


学校教育において男女平等について


考えるための学習機会を増やす
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男女平等についての意識啓発


地域で活躍できる女性リーダーの育成


地域における女性に不利な社会慣行などの是正


女性の社会活動、情報提供や交流の


場となる拠点施設の充実


雇用の場における男女平等の促進


女性の再就職や起業を支援する施策の充実
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全体（n=409）
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市政への要望で、「保育サービスの充実」や「女性の再就職支援」・「雇用の場の男女平等の促進」


などの回答が上位にランクづけられました。子育てと就業の難しさが伺われます。

－４０－



_1258181700.doc
●　施策の方向　

１　職場における両立支援の推進と環境整備

　●男女が仕事をしながら家事・育児・介護などの家庭責任を果たすことができるような環境の整備に向けた広報・啓発を行います。


●「育児・介護休業法」の周知を図り、男女が育児・介護休業を取得しやすく、職場復帰しやすい環境づくりについての広報・啓発を行います。

●男性が家事・育児・介護への参加を促進するための啓発活動や、労働時間への配慮・フレックスタイム制度について広報・啓発を行います。


●母性健康管理に関する意識啓発を図り、妊産婦が安心して働ける職場環境づくりについて広報・啓発を推進します。

●介護への理解促進と参画のために意識啓発を推進します。


２　子育て支援策の充実

●次世代育成支援行動計画に基づき、家庭・学校・民間企業などと連携を強化し、地域ぐるみの子育て支援体制の整備を推進します。


●就業形態の多様化に伴う保育ニーズに対応するため、延長保育や一時保育など保育サービスの充実を図ります。

●保育の充実を図るために、職員の資質向上と保育内容の充実を図り、あわせて幼保一元化の検討を行います。


●児童福祉施設などの充実及び子育て支援センターの整備を図るとともに、地域の子育てサークルの活動を支援し地域ぐるみの子育て支援を推進します。

●子育てにおける諸問題解消のために、保護者に対する子育て相談などの対応を推進します。

		標語・コラム








－３８－



_1258181607.doc
　職場において女性の能力を発揮するためには、女性に対する仕事上での差別意識をなくし、職場環境を整備していくことが必要です。また、農業や商工業などの自営業においても、生活環境・慣習などの諸問題を解決するとともに、家族従業員として働く中にも男女平等を推進することが必要です。


　このことからも、関係諸機関と連携を図り、「男女雇用機会均等法」の周知に努め、実質的な男女平等を図る取組や、各人の能力を十分に発揮できるようにするための職業能力の向上や、労働評価などの取組を進める必要があります。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　雇用の場における男女の機会均等の徹底

●男女平等な職場環境の整備に向けて改正・強化された「男女雇用機会均等法」について広報・啓発活動を推進します。

　●農業や商工業などの自営業においても、男女平等の精神の理解と諸問題解決のための、広報・啓発活動を推進します。


２　主体的に経営参画する女性の育成

●家族従業者として働く女性の経営参画や、共に経営者としての自覚を育み働きがいのある経営を図るための意識啓発に努めます。


３　能力向上・発揮促進のための支援

●女性の能力開発と向上を目指した多様な研修や職業訓練の充実を図るために、関係諸機関の開催する研修会・講習会・講座の情報収集と提供に努めます。

●関係諸機関と連携し、就業や雇用に関する情報の収集と提供を推進します。

●商工業などの事業拡大や経営の安定化など、多様な資金需要に対応した融資制度の充実を図ります。

		コラム・標語








－３５－



_1258181634.doc
☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」『職場における差別の実態（男女別掲載）』


★　女性の方が、男女格差「ある」とする人が多い傾向
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(8) 研修機会や研修内容での男女格差


(7) 女性だけがお茶くみ，掃除などの


　　　雑用を期待される


(6) 女性は庶務的な仕事というふうに，


　　　男女で職務内容を固定的に分ける


(5) 性的いやがらせ


（セクシュアル・ハラスメント）


(4) 育児・介護休業を取りにくい


職場の雰囲気


(3) 女性が結婚や出産を理由に


退職する慣例


(2) 賃金，昇格などにおける男女格差


(1) 採用時の男女差別




女性の１６４人のうち、５人に１人は何らかの「男女格差がある」と回答し、全体的に女性の方が、男女格差を敏感に感じているようです。「男女格差がある」の男女別の回答では、男女のポイント差が「賃金・昇格」「掃除・雑用」「性的いやがらせ」で８～１０ポイントの差が生ずる結果となりました。

－３６－
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　　　雑用を期待される


(6) 女性は庶務的な仕事というふうに，


　　　男女で職務内容を固定的に分ける
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（セクシュアル・ハラスメント）


(4) 育児・介護休業を取りにくい


職場の雰囲気


(3) 女性が結婚や出産を理由に


退職する慣例


(2) 賃金，昇格などにおける男女格差


(1) 採用時の男女差別


ある ない わからない 無回答



_1258181567.doc
基本目標３　◎　雇用の場における男女平等の推進　


　男女が共に働く時代が到来した中で、雇用の場における男女共同参画の推進は極めて重要な意味を持っています。男女が職業上の責任と家庭や地域における責任と分担を果たしていくことは、男女共同参画社会の基本的な考え方の一つであります。


　近年、経済環境の変化や産業構造の変化に伴い多様な働き方が、家庭生活や職場環境への影響を与えようとしています。また、農業や商工業の自営業においても、生活環境・慣習などの包括的な地域課題の中で、家族従業員として生産や経営管理の担い手として働きながらも、労働に対する適正な労働評価と労働環境の整備がなされている状況ではありません。


　現在、働く女性に対する法律や制度が整備されつつありますが、雇用や待遇の面で男女格差は現実的には残っており、更に、家庭生活でも家事・育児・介護など多くの役割が負担となっているのが現状です。


　そこで「男女雇用機会均等法」の理念に基づき、雇用における均等な機会及び待遇を確保するための企業への働きかけや、農業や商工業の自営業も含めて職場生活と家庭生活・地域活動を両立させ、一人ひとりが多様な生き方や働き方を選択できる環境づくりを推進することが重要です。


		上記の『現状と課題』より、基本目標の実現に向けた取組は何かを考え、


取組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策として「何を～したらよいのか。」を主要課題としました。





●　主要課題


　　　　　１　雇用の場における男女平等の確保

　　　　　２　職場生活と家庭生活の両立支援

　　　　　３　多様な働き方への支援

　


主要課題１　雇用の場における男女平等の確保

· 現状と課題　


　男女が健康で生きがいをもって働くためには、職場環境や就業条件の向上が大切です。


「男女雇用機会均等法」では、雇用・採用・配置・昇進などにおいて男女の差別の禁止と企業の積極的かつ自主的な取組の推進、セクシュアル・ハラスメント防止対策の徹底が規制され、女性の働く環境づくりに向けた法の整備が進んできました。


　しかし、市民意識調査の「職場における差別の実態」についての設問では、「賃金、昇格などにおける男女格差」（女性３３．５％、男性２３．８％）、「育児・介護休業を取りにくい職場の雰囲気」（女性２７．４％、男性２５．８％）、「女性だけがお茶くみ、掃除などの雑用を期待される」（女性２５．６％、男性１７．９％）など就業に関する問題を提示する結果となっており、実質的には男女平等ではない職場環境の存在があります。


－３４－



_1258180518.doc
· 「男女共同参画に関する市民意識調査」

　『（３）ドメスティック・バイオレンスの被害実態』


★「殴る・蹴る」の暴力被害に遭った女性は、１０人に１人以上

		[image: image1.wmf]Ａ　ののしったり大声でどなったりする
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　「４項目の設問」において、「まったくない」の回答が圧倒的に高い回答率でありますが、「何度もある」「１，２度ある」の回答では、男性の回答より女性の回答が、すべての項目で高い状況です。少数ではありますが被害実態があることの確認となります。

－２３－
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自治体の管理職（課長級以上）への女性の登用状況の全国平均値は、（平成１８年４月１日現在、総務省資料・女性管理職の登用状況）都道府県では７．９％、市（区）では７．９％、町村では８．１％であるのに対して、桜川市では４．９％（平成１９年４月１日現在）となっており、全国平均と比較するとやや低い割合になっています。


　一方、市民意識調査結果における「男女の地位の平等感」では、「政治の場」の設問に対して「男性優遇」と回答した人が６６．５％（女性６８．０％・男性６４．６％　）と高い率を示しており、「社会通念・慣習・しきたり」「政治」「住民組織」「家庭生活」「職場」などでは、男性が優遇されていると感じています。反面、「市の政策に女性の意見を反映させる方法」として、「女性一人ひとりが行政の政策にもっと関心をもつようにする」と回答した人が５２．１％（女性５１．５％・男性５２．８％　）と最も高く、男女ともに意識不足を指摘する傾向が伺われます。女性が市政や政治に関心を持ち、女性の意見を反映させるために参画意識を高められるような取組が求められています。


　今後は、公共機関だけでなく、住民組織や職場などにおいても、積極的な女性の登用や人材養成の取組について働きかける必要があります。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　女性の政治参画意識の向上促進

●選挙権、被選挙権の行使等による政治への関心と参画の促進を図るとともに、政治意識を高めるための広報活動や啓発活動の充実を図ります。


　●女性の政治への積極的な参画を促進するために、学習機会の提供や政治に対する意識啓発を推進します。


　●「市民と行政の協働によるまちづくり」を進めるために、市民の参画意識を高め、市政に積極的に参加できる環境づくりを進めます。


２　審議会・委員会への女性の登用

●女性の人材情報を収集し、政策・方針過程への参画を促進していきます。


●審議会や委員会の委員選出に当たっては、広い分野からの女性の積極的な登用を図るよう努めます。


３　職場・地域社会・団体における女性の参画促進

●職場、地域社会、団体における慣行・しきたりについては、性別による固定的な役割分担意識の解消・見直しを図るための啓発活動を推進します。


●職場、地域社会、団体に対して、女性の方針決定過程への参画や、能力に応じた管理職への登用に関する啓発活動を推進します。

●市役所においては、女性職員が多様な経験を積むことができるよう、性別に偏らない職員の配置・採用を行い、職域の拡大と研修機会の充実を図り、能力に応じた管理職への登用を図ります。

－２７－
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☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」

『（２）市の政策に女性の意見を反映させる方法』


★「女性の関心を高める」が男女とも多数
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　市政に女性の意見を反映させる方法は、「女性一人ひとりが行政の政策にもっと関心をもつようにする」が最も多く、次いで「行政機関で女性の意見や考えに、敏感になる」「行政の管理職に女性を増やす」の順になっています。行政機関に対しては「意見に敏感になる」や「女性管理職を増やす」などの意見が上位に示されています。

		コラム








－２９－
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●　施策の方向　

１　性別による固定的な役割分担意識の解消

●性別による固定的な役割分担意識の更なる理解と解消を目指し、意識啓発活動や広報活動を実施します。


　●市が実施している各種講座や研修会などに男女共同参画の視点の導入を推進するとともに、男女が主体的に活動・協力できるような情報を提供いたします。


●多様なライフスタイル・家族像などについて情報収集と提供をいたします。

２　夫婦が共に責任を担う家庭生活の実現

●夫婦が共に家事・育児・介護などの家庭責任の分担意識や、仕事と生活の両立を支援するワーク・ライフ・バランスの意識啓発を推進します。

３　男女が共に参画する地域活動の促進

●地域での様々な交流や住民組織の活動に男女共同参画の視点を取り入れ、男女が協働することにより、より活発な活動が推進されるよう啓発を行います。


●ボランティア活動への参画促進のために、情報収集と提供により活動の場の整備等について検討をします。

●市が主催する事業・地域活動に積極的に参加できるよう、必要に応じ託児室などの設置について整備・検討をします。

●地域活動の円滑な運営のため、幅広い視野を持つ女性リーダー、女性の人材育成を目指した各種研修の実施、海外派遣事業を推進します。

☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」　　『（１）性別役割分担意識』


★「男女ともに仕事をし、家事・育児を分担する」が全体の６割


_1258180904.doc
		イラスト・標語








☆　「男女共同参画に関する市民意識調査」　『（２）男女の地位の平等感』


★「政治」と「社会通念・慣習」は男性優遇、「学校教育」は平等


		[image: image1.emf](n=409)
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 「男性優遇」と感じられる回答で割合が多い順位は、「社会通念・慣習・しきたり」、「政治」「住民組織」「家庭生活」「職場」の順となっています。


特に、「政治」の回答の中で、［男性の方が非常に優遇］と回答が２２．０％、　「どちらかと言えば男性優遇」と回答が４４．５％となり、政治の場は女性にとって「不平等感」の高い項目となっています。

		イラスト





		イラスト





－２８－
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主要課題４　メディアにおける人権尊重

· 現状と課題　


情報化時代の中で、新聞、書籍、テレビ、ラジオ、映画、インターネットなど多様なメディアからの情報は、人々の思考や行動に大きな影響を与えます。このような大量の情報が発信されている中で、人権の尊重に欠如し、性別による固定的な役割分担意識を


思わせるような表現の情報発信については配慮する必要があります。


また、様々なメディアにおける性に関する情報の氾濫や暴力の取扱いは、青少年への有害な影響が懸念され、特に青少年の健全育成の観点から問題解決の取組が求められています。


　このような問題を解決するため、表現の自由を尊重しつつ、情報の発信側、情報の受け手側の双方に対して、配慮と理解を求める働きかけが必要となります。


　そして、様々なメディアからの情報が、社会や生活に及ぼす影響を理解したうえで、情報を選択し、理解し、活用していくなどの情報に対する判断力の向上と活用能力を身につける必要があります。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すけばよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　男女の人権を尊重した情報発信の推進

●男女共同参画の視点に立ち、男女の人権を尊重した情報の発信に関する理解と配慮を促進するための啓発活動を推進します。


●男女共同参画の視点に立ち、市で発行する情報・刊行物に対するガイドラインを設け、男女の人権を尊重した情報の発信を推進します。


２　情報に対する判断力・活用能力の向上の促進　


●情報を活用できる判断力・活用能力の向上のための啓発活動を促進します。

●青少年の健全育成の観点から、有害情報対策などの諸活動を促進します。


●学校教育、生涯学習における情報教育を推進します。

		イラスト・標語








－２５－
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基本目標２　◎　あらゆる分野への男女共同参画の推進　


　男女共同参画社会の実現を図るためには、社会のあらゆる分野において男女が共に参画し、協力し合うことが大切です。


　そこで、政策や物事の立案や方針決定をしていく課程において、男女が社会の対等な構成員として参画すべきであり、女性の参画が一層促進されるよう努めます。


また、豊かで住みよい社会を築いていくためには、家庭生活及び地域社会に男女が参画することが大切であり、これまで家庭や地域への参画が少なかった男性に対しても、参画が促進されるような取組を行います。


　更に、男女共同参画の推進が、国際的な動向を踏まえた国や県の施策と連動していることや、国際化の進展を考えると国際的協調の視点で進めていくことが大切です。


		上記の『現状と課題』より、基本目標の実現に向けた取組は何かを考え、


取組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策


として「何を～したらよいのか。」を主要課題としました。





●　主要課題


　　　　　１　政策・方針決定の場への女性の参加促進

　　　　　２　家庭生活・地域社会における男女共同参画の促進

　　　　　３　国際社会への参画　


主要課題１　政策・方針決定の場への女性の参加促進

●　現状と課題　

　社会のあらゆる分野へ共同参画するために必要なことは、計画を立てたり、それを実行していく場に、男女が責任を持って参画し、男女双方の視点を採り入れること、いわゆる「政策・方針決定過程への参画」であることが、「男女共同参画社会基本法」の基本理念として揚げられています。


　議会における女性議員比率の全国平均値は、（平成１７年１２月３１日現在、総務省資料・地方議会における女性議員の状況）都道府県議会が７．２％、市（区）議会が１１．０％、町村議会が６．４％となっています。桜川市では１１．５％（平成１９年４月１日現在）となっています。


　また、審議会や委員会の女性委員比率の全国平均値は、（平成１８年４月１日現在、総務省資料・審議会等女性委員の登用状況）都道府県で２２．５％、市（区）で２４．２％、町村で１９．１％となっており、桜川市では１１．４％（平成１９年４月１日現在）でとなっています。審議会や委員会の女性委員の比率は、女性委員の登用目標を定めている市区長村状況（全国平均、４１．５％が登用目標設定）を反映して年々増加傾向を示していますが、同一人物が複数の審議会や委員会に参加している例もあることから、今後は幅広い分野から多くの女性を登用するよう努める必要があります。


－２６－
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· 「男女共同参画に関する市民意識調査」

『（５）ドメスティック・バイオレンス被害の相談状況』


★「被害を相談しない人がほとんど」

		【被害を相談した人の相談先（複数回答）】
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【被害を相談しなかった人の理由（複数回答）】
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　被害経験のある人で、女性は「友人・知人・家族」に相談するか、どこにも相談しない。男性は、どこにも相談していない状況です。


理由として、男女とも「相談するほどのことではない」「自分にも悪いところがある」「自分さえ我慢すればこのままやっていける」を挙げています。


どこからがドメスティック・バイオレンスなのかわからないことが課題です。


また、「相談するほどでもないと考えてしまう」ことが表面化しない要因の一つとして考えられます。

		イラスト








－２４－



_1258179859.doc
３　男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し

●男女共同参画に関する法律や制度の周知に努めます。


●男女共同参画社会の実現を阻害する社会制度や慣行の見直しのための意識啓発を図ります。


４　男女共同参画推進条例制定に向けての調査・研究


　●男女共同参画を推進する条例について調査・研究を進めます。


●男女共同参画都市宣言実施について調査・研究を進めます。


☆「男女共同参画に関する市民意識調査」『（２）男女の地位の平等感』


★「政治」と「社会通念・慣習」は男性優遇、「学校教育」は平等

		[image: image1.emf](n=409)
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女性の方が非常に優遇されている 無回答








　『男女の地位の平等感』では、９項目中「男性優遇」が５項目あるのに対して「女性優遇」は皆無の状況であり、「余暇の機会」が１２％と中でも高い割合を示している。「平等」が比較的に多い４項目はありますが、全体的傾向として女性は不平等感を感じているものと思われる。

－１９－



_1258180445.doc
主要課題３　男女間におけるあらゆる暴力の根絶

●　現状と課題　

　近年、夫婦間や親密な関係にある男女間における身体的・精神的な暴力（ドメスティック・バイオレンス）、相手に不安を与えるようにつきまとい・電話・メールなどを反復して行う行為（ストーカー行為）、性的な嫌がらせにより相手方の意に反した不利益を与える行為（セクシュアル・ハラスメント）並びに、多様な性犯罪などが大きな社会問題となっています。


暴力は決して許されるものではありませんが、特に、女性に対する暴力は、女性の人権を侵害し自由を奪うものです。暴力被害や男女間のトラブルを考えると、性別による固定的な役割分担意識の解消なども含めて、早急に対応する必要があります。


　しかし、女性への暴力は、暴力をふるう側にも受ける側にも、それが犯罪であり社会問題である認識が少なく、また、暴力が家庭や職場など身近な関係の中で発生することが多いため、なかなか表面化しない現実があります。このようなことから「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律」（ＤＶ防止法）や「ストーカー行為等の規制等に関する法律」（ストーカー規制法）が制定され、問題解決への取組が始まりました。


　市民意識調査においても、「殴る・蹴る」の暴力被害に遭ったと回答した女性は、１０人に１人以上、「いのちの危険性を感じるような暴力」の被害に遭ったと回答した女性は、２５人に１人以上となっており、暴力の存在が明らかになりました。


また、「雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」（男女雇用機会均等法）に、セクシュアル・ハラスメント防止対策の徹底が明記され、事業主における取組が求められています。

　このような暴力に対処するため、防止対策の推進と被害者が相談しやすい環境を整備するとともに、関係機関をはじめ国や県との連携を図る取組が必要です。

		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





		イラスト・標語








－２１－



_1258180479.doc
●　施策の方向　

１　ドメスティック・バイオレンス防止対策の推進

●配偶者に対する暴力は犯罪であるという認識を深めるため、広報・啓発活動を実施します。


　●配偶者に対する暴力が、家庭生活や子どもへもたらす影響などについての情報を収集し提供します。


２　セクシュアル・ハラスメント防止対策の推進

●セクシュアル・ハラスメントについて市民の認識を深めるため広報・啓発活動を実施します。

●事業所などにおいてはセクシュアル・ハラスメント防止対策が図られるよう啓発します。


３　相談体制の整備

●ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為、性犯罪等、男女間におけるあらゆる暴力に関し、被害者の相談しやすい相談窓口のあり方について研究・検討します。


●配偶者暴力支援センター（茨城県福祉相談センター内）、警察、福祉事務所、民間機関などの被害者保護に関わる関係機関と連携を図ります。

		標語・コラム








－２２－



_1258180139.doc
☆「男女共同参画に関する市民意識調査」『（６）社会通念・慣習・しきたり』


　★「年齢別・地域別・居住年数」ともに、すべて「男性優遇」
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　 「社会通念・慣習・しきたり」は、年齢別や地域別及び居住年数に関わりなく、各項目で「男性優遇」が最も多い割合を占めている。ただし、男性の２０代と７０代で「平等」の割合が比較的多い。


反面、女性の２０代と７０代では「平等」の割合が最も低い状況です。

－２０－



_1258178625.doc
そのためには、市民の学習意欲や能力、適性に応じ、いつでも、どこでも、誰もが日常生活を通じて学習活動を続けていける体制づくりが求められます。


　さらに、家庭での教育や家庭内の男女のあり方は、子どもの男女平等意識の形成に大きな役割を果たします。家庭や地域においても、子どもがのびのびと自分らしさを発揮できるような教育・学習の充実が求められています。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　学校教育における男女共同参画を推進する教育・学習の充実


●人権尊重を基盤として、適性と個性を尊重する男女平等教育の充実を図ります。


　●教育活動を通じて、男女共同参画を推進する実践的な活動の充実を図ります。


　●男女共同参画に関する理解促進のために教職員の研修の充実を図ります。


　●家庭のあり方・家族の人間関係・子育ての意義について考えるために、男女共同参画の視点による家庭科教育の充実を図ります。


２　家庭・地域における男女共同参画を推進する教育・学習の充実


●家庭や地域において、子どもが自分らしさを発揮できる環境整備を推進し、大人が子育てや家庭教育について学習する機会の充実を図ります。


●男女共同参画の視点に立った子育て・家事などの家庭責任を、夫婦が共に分かち合うための学習機会の提供に努めます。


●夫婦が協同し合い子育てをする重要性について、広報・啓発活動を行うとともに、育児教室などの開催を推進します。


●地域社会における男女平等を実現するために、環境整備や学習機会の充実を図り、地域で活動する様々な団体との連携により平等意識の啓発に努めます。


３　社会における男女共同参画を推進する教育・学習の充実


●あらゆる年代の男女が、学習意欲に応じた生涯学習への参加促進を図ります。


●生涯学習に、男女平等や男女共同参画について学習する機会を提供します


●多様な活動・学習が主体的に行えるように、市民講座などの生涯学習指導者の育成・確保を図り学習環境の整備に努めます。


●町内会などの活動における男女共同参画への理解を促進するための啓蒙・啓発活動に努めます。


－１７－



_1258178659.doc
主要課題２　男女共同参画の理解の促進と意識の改革

●　現状と課題　

　平成１８年１０月に桜川市が実施した「男女共同参画に関する市民意識調査」では、男女の地位の平等感について「家庭生活」「職場」「学校教育」「政治の場」「法律や制度の上」「社会通念・慣習・しきたり」「町内会、自治会などの住民組織」「市民活動への参加機会」「余暇の機会」の９項目の場面で調査した結果、「社会通念・慣習・しきたり」については７０．９％、「政治の場」については６６．５％、「町内会、自治会などの住民組織」については６３．６％、「家庭生活」については５８．７％、「職場」については５４．５％の順位で「男性の方が優遇されている」と思う人が多く不平等感が高い項目です。


　男女共同参画の視点に立った法律や制度は整備されてきていますが、その中でも家庭、地域、職場などにおいては、依然として性別による固定的な役割分担意識が残されている背景があります。このような状況を踏まえ、家庭、地域、職場における性別による固定的な役割分担意識の解消に向け、男女が共に学び、協力し合う機会の提供などの意識啓発を推進する必要があります。


また、広報紙や桜川市ホームページなど多様な広報媒体を通じて、意識啓発や法律・条例等の周知を図り、男女共同参画の調査・研究を行う中から、男女平等の意識づくりを進める必要があります。


　性別によって個人の選択や可能性を狭めるような社会制度・慣行については、男女共同参画の視点で見直していくための情報提供をすることが重要です。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　男女共同参画に関する意識啓発

●市民一人ひとりの意識改革のために、あらゆる年代の男女に対して啓発活動を行います。


　●男女共同参画に関する情報の収集・整理・提供を行います。


　●男女共同参画の理解を深めるため、講演会やフォーラムを開催します。


２　多様な媒体を通じた広報・啓発活動の推進

●男女共同参画の理解を深めるため、広報紙や桜川市ホームページなど多様な広報媒体による情報の提供を推進します。


－１８－


３　男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し

●男女共同参画に関する法律や制度の周知に努めます。


●男女共同参画社会の実現を阻害する社会制度や慣行の見直しのための意識啓発を図ります。


４　男女共同参画推進条例制定に向けての調査・研究


　●男女共同参画を推進する条例について調査・研究を進めます。


●男女共同参画都市宣言実施について調査・研究を進めます。


☆「男女共同参画に関する市民意識調査」『（２）男女の地位の平等感』


★「政治」と「社会通念・慣習」は男性優遇、「学校教育」は平等

		[image: image1.emf](n=409)
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男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている


平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている


女性の方が非常に優遇されている 無回答








　『男女の地位の平等感』では、９項目中「男性優遇」が５項目あるのに対して「女性優遇」は皆無の状況であり、「余暇の機会」が１２％と中でも高い割合を示している。「平等」が比較的に多い４項目はありますが、全体的傾向として女性は不平等感を感じているものと思われる。

－１９－


☆「男女共同参画に関する市民意識調査」『（６）社会通念・慣習・しきたり』


　★「年齢別・地域別・居住年数」ともに、すべて「男性優遇」
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　 「社会通念・慣習・しきたり」は、年齢別や地域別及び居住年数に関わりなく、各項目で「男性優遇」が最も多い割合を占めている。ただし、男性の２０代と７０代で「平等」の割合が比較的多い。


反面、女性の２０代と７０代では「平等」の割合が最も低い状況です。
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基本目標１　◎　男女の人権の尊重と男女平等意識の確立　


　『個人の尊重、法の下での平等』が憲法にうたわれ、男女平等や互いの人権を尊重する様々な取組が行われてきました。男女共同参画の視点に立った法律や制度が整備されてきていますが、社会の慣習やしきたりについては、性別による固定的な役割分担意識が根強く残っているのが現状です。


　市民一人ひとりが男女共同参画について正しく理解し、主体的に行動していくことが大切であり、そのための意識啓発や教育・学習の充実を図っていきます。


　また、個人の尊厳を重んじる観点から、男女間におけるあらゆる暴力の根絶やメディアにおける人権侵害防止への配慮も重要な課題であり、そのための総合的な取組を推進します。男性と女性が人権を尊重し、責任を分かち合い、その個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を目指します。


		上記の『現状と課題』より、基本目標の実現に向けた取組は何かを考え、取組に対する課題を明らかにすることにより、基本目標の実現に向けた対策として「何を～したらよいのか。」を主要課題としました。





●　主要課題


　　　　　１　男女共同参画を推進する学習の充実


　　　　　２　男女共同参画の理解の促進と意識の改革


　　　　　３　男女間におけるあらゆる暴力の根絶


　　　　　４　メディアにおける人権尊重


主要課題１　男女共同参画を推進する学習の充実

●　現状と課題　

男女共同参画社会の実現のためには、人権尊重を基盤とした男女平等意識を形成することが重要です。そのためには、学校・家庭・地域など社会のあらゆる分野において男女平等を推進する教育・学習の充実が求められています。


次代を担う子ども達は、性別にかかわりなく男女が平等な社会に生きる権利があります。学校教育においては、発達段階に応じて男女平等の意識づくりや個性を尊重した教育の充実を図ることが重要です。


　そのためには、学校教育関係者に対して男女共同参画の視点を導入することや、男女共同参画に関する理解の促進を図るための研修の充実が求められています。


　今日、情報化などの環境の変化やライフスタイルの変化によって、教養や趣味などの学習意欲が一層高まり生涯学習の重要性が増しています。市では「市民が自ら学ぶとともに、お互いに学びあい、生きがいのある生活を送り、また、青少年が健全に生活できる環境が整っている」ことを目指し、多様な活動を主体的に行えるように考えています。


－１６－


そのためには、市民の学習意欲や能力、適性に応じ、いつでも、どこでも、誰もが日常生活を通じて学習活動を続けていける体制づくりが求められます。


　さらに、家庭での教育や家庭内の男女のあり方は、子どもの男女平等意識の形成に大きな役割を果たします。家庭や地域においても、子どもがのびのびと自分らしさを発揮できるような教育・学習の充実が求められています。


		主要課題の『現状と課題』より、『何が～の課題になっているか。』を考え、主要課題の対策として、『何を～したらよいのか。』を明らかにすることにより、「何を～すればよいのか。」の方向性を施策の方向としました。





●　施策の方向　

１　学校教育における男女共同参画を推進する教育・学習の充実


●人権尊重を基盤として、適性と個性を尊重する男女平等教育の充実を図ります。


　●教育活動を通じて、男女共同参画を推進する実践的な活動の充実を図ります。


　●男女共同参画に関する理解促進のために教職員の研修の充実を図ります。


　●家庭のあり方・家族の人間関係・子育ての意義について考えるために、男女共同参画の視点による家庭科教育の充実を図ります。


２　家庭・地域における男女共同参画を推進する教育・学習の充実


●家庭や地域において、子どもが自分らしさを発揮できる環境整備を推進し、大人が子育てや家庭教育について学習する機会の充実を図ります。


●男女共同参画の視点に立った子育て・家事などの家庭責任を、夫婦が共に分かち合うための学習機会の提供に努めます。


●夫婦が協同し合い子育てをする重要性について、広報・啓発活動を行うとともに、育児教室などの開催を推進します。


●地域社会における男女平等を実現するために、環境整備や学習機会の充実を図り、地域で活動する様々な団体との連携により平等意識の啓発に努めます。


３　社会における男女共同参画を推進する教育・学習の充実


●あらゆる年代の男女が、学習意欲に応じた生涯学習への参加促進を図ります。


●生涯学習に、男女平等や男女共同参画について学習する機会を提供します


●多様な活動・学習が主体的に行えるように、市民講座などの生涯学習指導者の育成・確保を図り学習環境の整備に努めます。


●町内会などの活動における男女共同参画への理解を促進するための啓蒙・啓発活動に努めます。
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